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2

■
東
海
市
自
転
車
の

　
安
全
な
利
用
の
促
進
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

　
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進

に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
市
な

ど
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
共

に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
　
年
度
当
初
予
算
額

３１
◆
一
般
会
計
…
　
億
９
千
万
円

４３１

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

…
　
億
９
千
　
万
円

８８

４２

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
…
　
億
４
千
　
万
円

１４

５３２

◆
太
田
川
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
…
　
億
７
千
　
万
円

１１

３３５

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
…
　
億
５２

６
千
　
万
円

６７４

◆
水
道
事
業
会
計
…
　
億
８
千
　

３２

８５８

万
円

■
　
年
度

３０
　
東
海
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
４
号
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
補
正
額
…
４
千
　
万
４
千
円
を

９９

減
額

◎
予
算
総
額
…
　
億
６
千
　
万
８

４５７

５４９

千
円
　
主
な
補
正
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
及
び
清

掃
工
場
管
理
運
営
経
費
な
ど
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）、
太
田
川
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
及
び
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

平成３１平成３１年年第1回第1回東海市議会定例東海市議会定例会会

第１回東海市議会定例会は、３月１日から２８日ま
での２８日間の会期で開催されました。
初日の１日は、市長からの３１年度施政方針演説の
後、「名和前第３雨水枝線 管渠 整備工事請負契約の変

かんきょ

更について」及び「平成３０年度東海市下水道事業特別
会計補正予算（第４号）」が上程され、提案説明・質疑が
行われた後、建設環境経済委員会に付託されました。
委員会は本会議の休憩中に開催され、本会議で付
託された議案について慎重に審査がされました。
本会議再開後、委員長から議案の審査結果の報告が
あり、質疑・採決が行われ、２議案は原案のとおり可決
されました。その後、「平成３１年度東海市一般会計予
算」など２１議案が上程され、提案説明が行われました。
１２日は、５会派からの代表質問が行われ、１３日
には、６人の議員から一般質問が行われました。
１４日は、２人の議員から一般質問が行われた後、諸般
の報告、「損害賠償の額の決定に関する専決処分（その

１）について」の報告に続き、１日に上程された「平成３１
年度東海市一般会計予算」など２１議案について質疑が
行われた後、新たに「平成３０年度東海市下水道事業特別
会計補正予算（第５号）」が上程され、提案説明が行われ
た後、質疑が行われ、それぞれ所管の委員会に付託され
ました。
各委員会は、１８日から２６日の間に開催され、本会議で
付託された議案について慎重に審査がされました。
最終日の２８日は、各委員長から議案の審査結果の
報告があり、それぞれ質疑・討論・採決の結果、２２議
案は原案のとおり可決されました。
続いて、「教育委員会委員の選任について」始め３件の
同意議案が上程され、それぞれ原案に同意と決定され、
その後、「待機児童と保育士不足解消のための実効性あ
る対策を求める意見書」が上程され、否決された後、「平
成３１年度議員の派遣について」が上程され、東海市議会
議長会総会始め８件の派遣が決定されました。
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3 広報とうかい　２０１９年４月１５日号

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
べ
き
役

割
を
実
行
し
て
、初
め
て
観
光
振
興
が

実
現
さ
れ
る
た
め
、今
後
、本
市
が
観
光

事
業
を
展
開
し
て
い
く
上
で
は
、東
海

市
観
光
協
会
は
も
と
よ
り
、工
場
見
学

な
ど
の
受
入
先
と
な
る
民
間
企
業
や
、

ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
旅
行
業
者
、関
係

団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換
の
場
を
積
極

的
に
持
ち
、行
政
だ
け
の
発
想
で
は
な

く
、観
光
事
業
に
関
わ
る
方
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
脳
と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
か
ら
、
認
知
機
能
に
比
べ
て
身

第１回市議会定例会の代表質問は３月１２日に５人の議
員から、一般質問は１３日・14日に８人の議員から質問が
ありました。その要旨は次のとおりです。
なお、紙面の都合上、一部割愛させていただきましたの

で、ご了承ください。

代表・一般質問

体
機
能
の
低
下
へ
の
対
応
が
必
要
な
方

が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
比
較
的
若
い
年

代
か
ら
身
体
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
体
機
能
の

維
持
・
向
上
を
目
指
し
、
い
き
い
き
百

歳
体
操
及
び
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
認
知
機
能
向
上
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
た
脳
ト
レ
い
き

い
き
百
歳
体
操
、
コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　
脳
ト
レ
い
き
い
き
百
歳
体
操
は
実
施

場
所
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
広
報
紙
や

健
康
教
育
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
、
体
操
の
内
容
と
効
果
を
周
知
す

る
こ
と
で
、
自
発
的
に
活
動
す
る
団
体

を
募
り
ま
す
。
体
操
の
内
容
を
収
録
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配
布
、
市
が
養
成
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
及
び
保
健
師
に
よ
る

年
１
回
の
体
力
測
定
な
ど
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
は
、
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
た
３
箇
所
の
公
園

を
活
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
講
座

後
も
身
近
な
場
所
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
共
に
、

各
種
団
体
が
実
施
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
事
業
な
ど
の
啓
発
を
図
り
、
介
護

予
防
事
業
を
更
に
充
実
し
て
い
き
ま

す
。

　
い
ず
れ
の
結
果
か
ら
も
、観
光
ク

ル
ー
ズ
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の

期
待
は
高
く
、本
市
の
観
光
事
業
の
目

玉
と
な
る
も
の
と
手
ご
た
え
を
感
じ

ま
し
た
。

　
　
年
度
に
予
定
し
て
い
る
社
会
実

３１
験
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
の
ご
意
見
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、横
須
賀
ふ
頭

を
暫
定
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
整

備
す
る
と
共
に
、市
内
の
民
間
企
業
や

旅
行
業
者
、飲
食
店
な
ど
の
関
係
者
と

協
議
を
進
め
、観
光
ク
ル
ー
ズ
事
業
の

商
品
化
に
向
け
た
運
航
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
て
誘
客
を

し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
行
政
、
民
間
企
業
、

関
係
団
体
な
ど
と
の
連
携
が
不
可
欠

答
　
本
市
で
は
、
東
海
市
観
光
協
会
と

連
携
し
、
国
や
県
な
ど
の
港
湾
関
係
者

や
市
民
、
旅
行
業
者
な
ど
を
対
象
に
し

た
ク
ル
ー
ズ
船
の
体
験
会
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

代
表
質
問

問
　
観
光
ク
ル
ー
ズ
事
業
に
関

す
る
社
会
実
験
の
内
容
及
び
観

光
振
興
に
向
け
た
民
間
企
業
な

ど
と
の
連
携
に
つ
い
て

問
　
身
体
機
能
な
ど
の
維
持
・

改
善
と
認
知
機
能
の
向
上
を
組

み
合
わ
せ
た
介
護
予
防
事
業
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て



4広報とうかい　２０１９年４月１５日号

第第１１回回市市議議会会定定例例会会

答
　
現
在
は
、市
内
参
画
企
業
の
協
力

の
も
と
、シ
ー
ト
や
フ
レ
ー
ム
、エ
ン
ブ

レ
ム
な
ど
の
部
品
が
完
成
し
て
い
ま

す
。今
後
は
、製
作
中
の
ハ
ン
ド
ル
や
ボ

デ
ィ
の
完
成
を
経
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ー
ト
の
　
年
３
月
末
の
完
成
に
向
け

３１

て
組
み
付
け
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
５
月
　
日
に
実
施
す
る
市
制
　
周
年

１８

５０

記
念
式
典
の
後
に
完
成
披
露
を
行
い
、そ

の
後
は
市
内
企
業
や
、も
の
づ
く
り
道

場
、東
海
秋
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

の
展
示
、子
ど
も
た
ち
に
車
の
魅
力
を
感

　
こ
う
し
た
中
で
、　
年
６
月
よ
り
実

３０

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
運
行

頻
度
の
増
加
を
望
む
声
が
最
も
多
く
、

路
線
の
新
設
及
び
延
伸
、
乗
り
継
ぎ
負

荷
の
軽
減
と
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
で

全
体
の
お
よ
そ
７
割
を
占
め
る
結
果
で

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
意
見
で
は
、
高
齢
者
の

立
ち
席
で
の
利
用
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
、
ダ
イ
ヤ
の
遅
延
が
目
立
つ
な
ど
、

安
全
運
行
に
関
す
る
内
容
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
利
便
性
と
安
全
運
行
の
確

保
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る

た
め
、
東
海
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の

中
で
、
優
先
的
に
取
り
組
む
課
題
と
し

て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
本
市
は
臨
海
部
に
立
地
し
て
い

る
企
業
を
中
心
に
大
き
く
発
展
し
、
人

口
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
人
材

確
保
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、　
年
度

２９

に
実
施
し
た
第
２
次
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
市
内
企
業

へ
の
調
査
で
も
、
経
営
上
の
課
題
と
し

て
「
従
業
員
の
高
齢
化
」
や
「
専
門
技

術
者
等
の
人
材
確
保
」
が
上
位
に
来
て

お
り
、
人
手
不
足
に
関
す
る
課
題
が
あ

る
と
の
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

答
　
ら
ん
ら
ん
バ
ス
は
、　
年
５
月
の

２７

ダ
イ
ヤ
改
定
及
び
　
年
８
月
か
ら
実

２８

施
し
た
　
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

７５

し
た
高
齢
者
循
環
バ
ス
利
用
促
進
事

業
に
よ
り
、
利
用
者
数
は
急
増
し
て
い

ま
す
。

じ
て
も
ら
う
た
め
の
市
内
小
学
校
で
の
試

乗
体
験
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
外
で
は
、カ
ス
タ
ム
カ
ー
の

祭
典
と
し
て
幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉
県
）で

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
東
京
オ
ー
ト
サ
ロ

ン
や
、ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
企
業
博
物
館

で
あ
る
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
で
の

展
示
に
向
け
て
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、市
内

企
業
の
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
、ま
た
、

そ
の
技
術
力
を
市
内
外
に
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
公
立
西
知
多
総
合
病
院
や
整
備
予

定
の
名
古
屋
鉄
道
河
和
線
の
新
駅
に
近
接

し
た
優
れ
た
立
地
特
性
を
生
か
す
た
め
、

地
区
周
辺
に
お
け
る
既
存
の
医
療
・
福
祉

機
能
に
加
え
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
東
海
市
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て

も
、
新
駅
周
辺
の
既
存
の
住
宅
地
で
は
、

日
常
生
活
で
必
要
と
な
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
機
能
が
不
足
し
て
い
る
と
分
析
さ
れ
て

い
る
た
め
、
生
鮮
品
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
や

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
商
業
施
設
の
立

地
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
農
業
や
工
業
、
商
業
が
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を
遂

げ
、
中
部
圏
最
大
の
鉄
鋼
基
地

を
持
つ
本
市
の
課
題
に
つ
い
て

問
　
　
年
度
に
実
施
し
た
ら
ん

３０

ら
ん
バ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

及
び
今
後
の
バ
ス
運
行
の
見
直

し
に
つ
い
て

一
般
質
問

問
　
加
木
屋
中
部
地
区
に
立
地

誘
導
を
図
る
と
し
て
い
る
具
体

的
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど

に
つ
い
て

問
　
市
内
企
業
の
技
術
を
結
集
し

て
製
作
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ー
ト
の
進
捗
状
況
及
び
完
成
披

露
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

5 広報とうかい　２０１９年４月１５日号
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続
く
）

答
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
、市
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
る
通

報
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と

は
、防
犯
灯
の
故
障
や
道
路
の
陥
没
の

ほ
か
、側
溝
や
遊
具
の
破
損
な
ど
、不

具
合
な
ど
を
連
絡
し
て
も
ら
う
こ
と

が
可
能
と
な
り
、早
期
に
修
繕
な
ど
の

対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
倒
木
や
道
路

の
冠
水
な
ど
被
災
の
様
子
を
投
稿
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
被
害
状
況
に
つ
い

て
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
早

期
の
復
旧
作
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
る
こ
と
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
済
み
の

他
自
治
体
の
整
備
状
況
及
び
利
用
状

況
の
把
握
に
努
め
、
ど
の
よ
う
に
通
報

連
絡
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が

本
市
に
お
い
て
有
用
で
あ
る
か
調
査
・

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
マ
ン
ホ
ー
ル

の
浮
上
防
止
対
策
の
状
況
と
、

今
後
の
対
策
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及

び
方
針
に
つ
い
て

ル
が
浮
上
す
る
恐
れ
の
あ
る
　
箇
所
に

１０５

つ
い
て
、調
査
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、　
年
度
か
ら

２７

は
、
市
役
所
及
び
避
難
所
に
接
続
さ
れ

る
管
路
及
び
軟
弱
地
盤
の
緊
急
輸
送

路
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
を
対
象
と
し
、

　
年
度
ま
で
に
　
箇
所
の
対
策
工
事

３０

６０

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
策
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画
に

基
づ
き
、令
和
２
年
度
ま
で
引
き
続
き

対
策
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、重
要
な
管
路
施
設
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
対
象
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上

防
止
対
策
が
完
了
と
な
る
予
定
で
す
。

　
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、重
要
な
管

路
施
設
以
外
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

も
、地
域
の
特
性
及
び
周
辺
へ
及
ぼ
す
影

響
な
ど
を
考
慮
し
、対
策
実
施
の
必
要
性

に
応
じ
て
、新
た
な
計
画
へ
の
位
置
付
け

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

て
、
閉
館
日
の
期
日
前
投
票
所
の
開

設
、
車
椅
子
の
方
の
た
め
の
正
面
入
口

の
車
寄
せ
の
利
用
な
ど
に
よ
り
、
両
期

日
前
投
票
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

生
か
し
つ
つ
、
利
用
し
や
す
い
投
票
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

答
　
　
年
度
に
、処
理
場
に
直
結
す
る
幹

２５

線
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
緊
急
輸
送
路
及

び
消
防
本
部
周
辺
を
対
象
と
し
て
、　
箇
２６

所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
対
策
工
事
を
実
施

し
、　
年
度
に
、令
和
２
年
度
ま
で
を
計

２６
画
期
間
と
す
る
浮
上
防
止
対
策
を
下
水

道
総
合
地
震
対
策
計
画
に
位
置
付
け
、国

庫
補
助
対
象
と
し
て
事
業
を
進
め
る
こ

と
と
し
、　
年
度
以
降
の
対
策
工
事
に
向

２７

け
、重
要
な
管
路
施
設
の
内
、マ
ン
ホ
ー

答
　
現
在
、市
役
所
に
加
え
、芸
術
劇
場

の
計
２
箇
所
で
期
日
前
投
票
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、新
設
に
際
し
て
は
、二

重
投
票
の
防
止
の
た
め
に
選
挙
シ
ス
テ

ム
の
専
用
回
線
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
接
続
が
必
須
条
件
で
す
。ま
た
、そ
の

会
場
が
開
設
期
間
中
に
連
続
使
用
で
き

る
こ
と
、突
然
の
解
散・総
選
挙
に
対
応

で
き
る
こ
と
な
ど
も
大
き
な
条
件
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
専
用
回
線
の
敷
設
、
選

挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
の
環

境
整
備
、
人
的
確
保
、
費
用
対
効
果
な

ど
、
全
市
的
な
視
点
か
ら
の
判
断
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
更
な
る
増
設

で
は
な
く
、
期
日
前
投
票
所
に
お
け
る

課
題
解
決
に
向
け
、
芸
術
劇
場
に
お
い

 

 １日…建設環境経済委員会＝付
　　　 託議案を審査
　　　 議会運営委員会＝第１回
　　　 市議会定例会休憩後の運
　　　 営方法を協議
１４日…議会基本条例検証特別委
　　　  員会＝議会基本条例の検
　　　  証についてなどを協議
１８日…建設環境経済委員会＝付
　　　  託議案を審査
１９日…文教厚生委員会＝付託議
　　　  案を審査
２２日…総務消防委員会＝付託議
　　　  案を審査
２６日…議会運営委員会＝付託議
　　　  案及び第１回市議会定例
　　　  会最終日の運営について
　　　  などを協議及び審査
　　　  議会基本条例検証特別委
　　　  員会＝議会基本条例の検
　　　  証についてなどを協議

市議会だより

３月中に開催された

議会関係の主な会議など

(本会議を除く）

問
　
放
置
す
る
と
市
民
の
安
全

に
支
障
が
及
ぶ
防
犯
灯
の
故
障
、

道
路
の
陥
没
な
ど
に
つ
い
て
、ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
な
ど
を
利
用

し
た
市
民
か
ら
の
通
報
連
絡
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
る
迅
速
な

発
見
及
び
対
応
に
つ
い
て

問
　
北
部
の
し
あ
わ
せ
村
や
南

部
の
横
須
賀
図
書
館
へ
の
期
日

前
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て
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べ
利
用
者
数
６
千
　
人
、
１
日
平
均
約

７９

　
人
と
比
較
し
、
１
日
平
均
約
　
人
の

２４

３０

利
用
者
数
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
が
伸
び
た
主
な
要
因
は
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、乳
幼
児
親
子
が
安
全・

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
専
用
の

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
設
け
た
こ
と
及
び
遊

戯
室
を
始
め
各
部
屋
に
空
調
機
を
設
置

し
、子
ど
も
が
い
つ
来
館
し
て
も
快
適

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
地
元
の
養

父
町
内
会
連
合
会
が
指
定
管
理
者
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
施
設
を
利
用
す

る
乳
幼
児
親
子
を
始
め
児
童
な
ど
と

顔
が
見
え
る
関
係
が
築
け
て
い
る
こ

と
及
び
養
父
健
康
交
流
の
家
と
の
複

合
施
設
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
世
代
交
流

事
業
を
新
た
に
企
画
・
立
案
な
ど
し
て

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

第第１１回回市市議議会会定定例例会会

答
　一
部
の
集
会
所
は
、町
内
会・自
治

会
が
地
権
者
か
ら
土
地
を
借
り
て
整
備

し
て
お
り
、子
ど
も
の
遊
び
場
や
防
災

倉
庫
置
き
場
、一
時
避
難
場
所
、地
域
自

治
活
動
の
拠
点
な
ど
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。地
権
者
か
ら
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
返
還
す
る
こ
と
を
前
提
に
借
り
受

け
て
お
り
、返
還
す
る
場
合
に
は
、原
状

復
帰
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
集
会
所

や
防
災
倉
庫
の
移
設
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、用
地
及
び
建
設
費
の
確
保

な
ど
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　
市
と
し
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、地
域

全
体
で
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、そ
の
中
で
集
会
所
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
調
査・研
究
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
本
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、企
業
や
地
域
な
ど
か
ら
の
さ
ま
ざ

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
児
童
館
に
つ
い
て

は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な
居
場
所

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
養
父
児
童

館
・
養
父
健
康
交
流
の
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
る
と
共
に
、
東
海
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
施
設

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
、
ほ
か
の

公
共
施
設
と
の
複
合
化
を
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
女
性
の
再
就
職
支
援
と
し
て
、先

進
地
の
札
幌
市
で
は
女
性
の
雇
用
に
理

解
の
あ
る
企
業
で
の
職
場
体
験
を
実
施

し
、職
場
体
験
を
し
た
企
業
へ
の
就
職

に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。ま
た
、愛
知
県
で
も
女
性
の

再
就
職
に
向
け
て
職
業
選
択
の
幅
を
広

げ
、自
分
の
適
性
を
確
認
し
就
職
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
職
場
実
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。本
市
に
お
い
て
本
事
業

を
次
の
段
階
に
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、こ
れ
ら
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
含
め
、女

性
の
再
就
職
に
対
す
る
効
果
的
な
方
策

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ま
な
需
要
に
で
き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ

う
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、地
域
イ
ベ
ン
ト

や
退
職
者
を
対
象
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
及
び
口
コ
ミ
な
ど
に
よ
る

新
会
員
の
確
保
、知
識・技
能
の
向
上
を
図

る
講
習
会
の
開
催
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、受
注
履
歴
や
問
合
せ
の
調
査・

分
析
に
基
づ
き
、企
業
、公
共
、一
般
家
庭

な
ど
へ
働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

受
注
の
拡
大
及
び
新
規
事
業
の
開
拓
を

推
進
し
て
い
る
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、高

齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
、健
康
維
持
、

生
活
の
安
定
と
い
っ
た
、高
齢
者
の
生

活
の
充
実
と
共
に
、地
域
社
会
の
維
持
・

発
展
、現
役
世
代
の
下
支
え
、企
業
な
ど

の
人
手
不
足
の
解
消
な
ど
、地
域
社
会

へ
の
貢
献
も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。市
と
し
て
は
、運
営
費
の
不
足
分
の

補
助
や
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
の
協
力

な
ど
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
自
身
で

は
補
え
な
い
こ
と
を
中
心
に
、支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
　
年
４
月
に
移
転
開
所
し
た
養

３０

父
児
童
館
の
利
用
者
数
は
、　
年
１
月

３１

末
現
在
で
、
延
べ
１
万
３
千
　
人
、
１

６６６

日
平
均
約
　
人
で
、
前
年
度
同
月
の
延

５４

問
　
女
性
の
再
就
職
支
援
と
し

て
の
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た

再
就
職
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
の
導
入
に
つ
い
て

問
　
養
父
児
童
館
の
利
用
者

が
、　
年
度
と
比
較
し
、約
　
倍

２９
に
伸
び
た
要
因
及
び
今
後
の
老

朽
化
し
た
児
童
館
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
の
就
業
の
需
要
に

対
応
す
る
た
め
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
確
保
策
、

請
負
業
種
の
拡
大
策
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
の
役
割
及
び
市
と

し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て

問
　
借
地
に
建
築
さ
れ
て
い
る

集
会
所
な
ど
が
、
地
権
者
か
ら

返
還
の
申
し
出
を
受
け
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て

２.５
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○…開館など　×…休み　◎…午前９時～正午（交付のみ）　△…当直医師診療
７
（火）

６
（月）

５
（日）

４
（土）

３
（金）

２
（木）

5/1
（水）

３０
（火）

２９
（月）

２８
(日)

4/２７
(土)

と　　き
施　設　名

○××××××××××市 役 所
○×◎××××××××パ ス ポ ー ト セ ン タ ー
○△△△△△△△△△△公 立 西 知 多 総 合 病 院
○○○×○○○○○○○保 健 福 祉 セ ン タ ーし

あ
わ
せ
村

×○○○○○○○○○○健康ふれあい交流館
×○○○○○○○○○○ 嚶  鳴  庵 

おう めい あん

○○○○○○○○○○○芸 術 劇 場
×○○○○○○○○○○青 少 年 セ ン タ ー
×○○○○○○○○○○文 化 セ ン タ ー
×○○○○○○○○○○上 野 公 民 館
×○○○○○○○○○○平 洲 記 念 館
×○○○○○○○○○○郷 土 資 料 館
○○○○○○○○○○○市 民 活 動 セ ン タ ー
×○○○○○○○○○○農 業 セ ン タ ー
×○○○○○○○○○○市 民 体 育 館
×○○○○○○○○○○市 営 温 水 プ ー ル
○○○○○○○○○○○新 宝 緑 地 運 動 公 園
○○○○○○○○○○○元 浜 ス ポ ー ツ 広 場
○○○○○○○○○○○加 木 屋 運 動 公 園
○○○○○○○○○○○荒 尾 ス ポ ー ツ 広 場
×○○○○○○○○○○中 央 図 書 館
×○○○○○○○○○○横 須 賀 図 書 館
×○○○○○○○○○○子 育 て 総 合 支 援 セ ン タ ー
○××××××××××北 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
○××××××××××南 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
×○××○○○○○○○児 童 館
○○○○○○○○○○○勤 労 セ ン タ ー
○○○○○○○○○○○商 工 セ ン タ ー
○○○○○○○○○○○観 光 物 産 プ ラ ザ

×○×××○××○××可 燃 ご み 収 集
（ 月 ・ 木 収 集 地 域 ）

○×××○××○×××可 燃 ご み 収 集
（ 火 ・ 金 収 集 地 域 ）

××××××○××××不 燃 ご み 収 集
（可燃の月・木収集地域）

×××××××××××不 燃 ご み 収 集
（可燃の火・金収集地域）

××××プラ××××××資源収集 (プラ･ペット･缶 )
（可燃の月・木収集地域）

×××××プラ×××××資源収集 (プラ･ペット･缶 )
（可燃の火・金収集地域）

○○××○○○○○××ご み の 持 ち 込 み清掃
センター ○○○○○○○○○○○資源の分別収集常設場

×××××○×××××資 源 の 分 別 収 集 拠 点 場
○○○×○○○○○×○知 北 斎 場 （ 火 葬 場 ）

◎可燃ごみ（月・木収集地域）
南柴田町、名和町、浅山、大田町、高横須賀町、中ノ池、加木屋町
◎可燃ごみ（火・金収集地域）
荒尾町、東海町、富貴ノ台、富木島町、中央町、横須賀町、元浜町、養父町

連連
休休
中中
のの

主主
なな
施施
設設
のの
業業
務務
案案
内内

４
月
末
か
ら
５
月
初
め
は
祝
日
な
ど
が
続
き
ま
す
。

主
な
公
共
施
設
の
開
館
状
況
や
ご
み
収
集
な
ど
の
業
務

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、お
間
違
え
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
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こ
の
た
び
新
た
な
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
、
本
市
出
身

こ
の
た
び
新
た
な
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
、
本
市
出
身
のの

４
人
の
方
と
３
団
体
の
皆
さ
ん
に
５
月
よ
り
就
任
し
て

４
人
の
方
と
３
団
体
の
皆
さ
ん
に
５
月
よ
り
就
任
し
て
いい

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。。

今
ま
で
以
上
に
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

今
ま
で
以
上
に
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
行行

な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す

な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。。

皆
さ
ん
、
東
海
市
ふ
る
さ
と
大
使
を
こ
れ
か
ら
も
応
援

皆
さ
ん
、
東
海
市
ふ
る
さ
と
大
使
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
しし

て
い
き
ま
し
ょ
う

て
い
き
ま
し
ょ
う
。。

新
し
い

　
ふ
る
さ
と
大
使
の
紹
介

ふ
る
さ
と
大
使
と

ふ
る
さ
と
大
使
と
はは

東
海
市
ふ
る
さ
と
大

東
海
市
ふ
る
さ
と
大
使使

は
、
本
市
を
ふ
る
さ
と
と
し

は
、
本
市
を
ふ
る
さ
と
と
し
、、

ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、
本

ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、
本
市市

の
魅
力
を
情
報
発
信
し
て

の
魅
力
を
情
報
発
信
し
て
もも

ら
う
こ
と
で
市
の
イ
メ
ー

ら
う
こ
と
で
市
の
イ
メ
ー
ジジ

ア
ッ
プ
を
図
る
と
共
に
、

ア
ッ
プ
を
図
る
と
共
に
、
市市

民
と
共
に
、
大
使
の
活
動

民
と
共
に
、
大
使
の
活
動
をを

応
援
し
交
流
す
る
こ
と
に

応
援
し
交
流
す
る
こ
と
に
よよ

り
相
互
の
絆
を
深
め
、
多

り
相
互
の
絆
を
深
め
、
多
くく

の
市
民
が
市
に
誇
り
を

の
市
民
が
市
に
誇
り
を
感感

じ
、
将
来
に
夢
を
持
て
る

じ
、
将
来
に
夢
を
持
て
る
ここ

と
を
目
的
に
、
現

と
を
目
的
に
、
現
在在
　
人
の
人
の

１１１１

方
が
就
任
し
て
い
ま
す

方
が
就
任
し
て
い
ま
す
。。

ふ
る
さ
と
大
使
の
皆

ふ
る
さ
と
大
使
の
皆
ささ

ん
は
、
市
内
の
各
種
式
典

ん
は
、
市
内
の
各
種
式
典
やや

イ
ベ
ン
ト
、
メ
デ
ィ
ア
な

イ
ベ
ン
ト
、
メ
デ
ィ
ア
な
どど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍躍

し
、
本
市
を
盛
り
上
げ
て

し
、
本
市
を
盛
り
上
げ
て
くく

れ
て
い
ま
す

れ
て
い
ま
す
。。

森
川
　
葵
さ
ん
（
女
優
）

芦
木
浩
隆
さ
ん

（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

船
島
小
学
校
・
富
木
島
中
学
校
卒
　

　
全
国
各
地
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
。

光
と
音
と
噴
水
や
映
像
な
ど
複
数
の

要
素
を
取
り
入
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
総
合
演
出
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
原
有
佑
さ
ん

 （
映
画
監
督
）〔
写
真
は
右
下
〕

加
木
屋
小
学
校
・
加
木
屋
中
学
校
卒

　
年
初
監
督
の
短
編
映
画
「
平
穏
な

２５日
々
、
奇
蹟
の
陽
」
や
、　
年
公
開
の

３０

長
編
劇
映
画
「
栞
」
を
制
作
し
、
国
際

的
な
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
元
理
学
療

法
士
と
い
う
経
歴
を
持
つ
映
画
監
督

で
あ
る
。

木
原
龍
一
さ
ん

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
）

名
和
小
学
校
・
名
和
中
学
校
卒

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
２
大

会
連
続
で
出
場
し
団
体
で
５
位
に
入
賞

す
る
な
ど
、
数
多
く
の
大
会
で
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
て
い
る
。

５
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
日
）

１８

１９

の
委
嘱
式
で
新
た
に
東
海
市
ふ

る
さ
と
大
使
に
就
任
さ
れ
る
個

人
４
人
・
３
団
体
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

東
海
市
出
身

　
年
モ
デ
ル
デ
ビ
ュ
ー
。

２２　
年
に
は
女
優
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

２４
す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
な

ど
多
く
の
作
品
に
出
演
し
実
力
派
女
優

と
し
て
幅
広
い
活
躍
を
し
て
い
る
。

東
海
市

東
海
市
　
　
　
　
　
　
をを

ふ
る
さ
と
大

ふ
る
さ
と
大
使使

新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたた
新
た
ににににににににににににににに
委委委委委委委委委委委委委委
嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱
しししししししししししししし
まままままままままままままま

委
嘱
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすす

9

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使

用
し
た
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
傾

聴
者
の
養
成
講
座
の
受
講
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
 肢
体
不
自
由
等
の
事
由
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

②
 在
宅
就
労
を
希
望
す
る
方

③
 市
県
民
税
非
課
税
の
方

●
内
容

（
一
社
）
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー（
ア
ド
レ
ス

http://jpa.tokyo/

）
が
実
施

す
る
講
習
会
〔
５
～
７
月
（
計
　１２

回
）
＋
実
習
〕
を
受
講
し
、
修
了

証
を
受
領
し
た
方
に
受
講
料
の

全
額
（
　
万
円
以
内
）
を
補
助
し

１２

ま
す

●
補
助
対
象
人
数

３
人
（
先
着
順
）

な
お
、講
座
の
受
講
に
必
要
な

機
器
及
び
通
信
料
な
ど
は
補
助

対
象
外
で
す
。

詳
し
く
は
、市
役
所
社
会
福
祉

課
（
１
階
）
へ
。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
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現
在
の
ふ
る
さ
と
大
使
の
紹

現
在
の
ふ
る
さ
と
大
使
の
紹
介介

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同

（
敬
称
略
・
順
不
同
））

　
２
日
に
わ
け
て
、
新
大
使
の
委

嘱
式
を
行
い
ま
す
。

　
２
日
目
の
委
嘱
式
に
は
、
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
新
大
使
３
団
体
の
委
嘱
式

　「
市
制
　
周
年
記
念
式
典
」
内

５０

に
て
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

５
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１８

１０

●
と
こ
ろ

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

■
新
大
使
個
人
４
人
の
委
嘱
式

 　「
東
海
市
制
　
周
年
記
念
事
業

５０

バ
ラ
エ
テ
ィ
T
O
K
A
I
 c
i

t
y
 １
９
６
９
─
２
０
１
９
」内

に
て
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
T
O
K
A

I
 c
i
t
y
 １
９
６
９
─
２
０

１
９
」
へ
の
入
場
は
入
場
券
（
有

料
）
が
必
要
で
す
。

●
と
き

５
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１９

●
と
こ
ろ

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
市
役
所

秘
書
課
（
２
階
）
へ
。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

新新
・・
東東
海海
市市
ふふ
るる
ささ
とと
大大
使使

委委
嘱嘱
式式
をを
開開
催催
しし
まま
すす

日
本
製
鉄
東
海
Ｒ
Ｅ
Ｘ

（
社
会
人
野
球

  広
域
複
合
企
業
チ
ー
ム
）

大
同
特
殊
鋼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（実
業
団
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）

愛
知
製
鋼
陸
上
競
技
部

（
実
業
団
陸
上
競
技
チ
ー
ム
）

障
害
者
在
宅
就
労
支
援

モ
デ
ル
事
業

都市対抗野球大会を始め、全国規模の大
会に数多く出場し、優勝するなど、輝かし
い成績を収めている。　中学生の野球大会
の開催や、市民との交流事業など、さま
ざまな地域貢献活動も行なっている。

日本リーグを始め、全国規模の大会に数多
く出場し、優勝するなど、輝かしい成績を収
めている。　東海ハンドボールスクールを開
校し、小中学生の指導を始め、さまざまな地
域貢献活動も行なっている。

ニューイヤー駅伝を始め、世界的な
大会にも数多く出場し、入賞するなど、
輝かしい成績を収めている。東海市民
駅伝大会の支援を始め、さまざまな
地域貢献活動も行なっている。

　
今
 陽
子
（
歌
手
）、
山
﨑
武
司

（
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）、

山
浦
ひ
さ
し
（
タ
レ
ン
ト
）、
ド

ラ
ゴ
ン
・
キ
ッ
ド
（
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
）、
ヨ
ツ
ヤ
タ
カ
ヒ
ロ
（
音

楽
家
・
実
業
家
）、
近
藤
智
弘
（
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）、
中
村
文
則
（
作

家
）、
川
崎
郁
美
（
タ
レ
ン
ト
）、

春
風
弥
里
（
元
宝
塚
歌
劇
団
花

組
）、
木
佐
貫
あ
つ
ひ
さ
（
音
楽

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
作
曲
家
・
和

太
鼓
篠
笛
奏
者
）、
佐
藤
仙
務
（
実

業
家
）

.

clhenjoho02
テキストボックス
南

clhenjoho02
線

clhenjoho02
線
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詳しくは、市役所市民協働課（１階）へ。
氏　名町内会・自治会氏　名町内会・自治会名氏　名町内会・自治会名
城　浩介（自）サンハウス尾張横須賀穴井　圭亮（自）愛知製鋼富木島社宅小島　隆司（町）南 柴 田
辻本　恭平（自）高 横 須 賀 社 宅井手　豊 （自）明 倫 住 宅杉浦　政孝（町）北 犬 山
三浦　好美（自）中 ノ 池瀬口　貴志（自）富 木 島 住 宅石澤　義光（町）一 番 畑
平木　壽一（町）横 須 賀 本 町島田　昭行（自）山 中松浦　道夫（町）上 名 和 第 １
坂　真弥（町）横 須 賀 北 町天野　賢一（町）南 道 才石川亜弥子（自）リ ビ オ 上 名 和
阿知波利衛（町）横 須 賀 公 通塩釡　好貴（町）石 ケ 根高山　進（町）上 大 廻 間
松井　幸長（町）横 須 賀 植 松水野　健一（町）手 代 ケ 丘貞松　啓介（町）長 生
大島　正裕（町）横 須 賀 大 門福井　広海（自）緑 山 田小島　一光（町）上 名 和 第 ２
岡田　大和（自）愛 知 横 須 賀堀越登美恵（町）新 藤 塚山口　和久（自）新 上 野 ケ 丘 住 宅
梶田　雅裕（町）大 同 元 浜 荘佐藤　公平（自）山 田髙西　貞義（自）県 営 名 和 東 住 宅
竹中眞喜子（町）養 父 第 １木村　太樹（自）上 野 台 社 宅小島　正（町）北 脇
加　　秀仁（町）養 父 第 ２新屋　光明（自）西 山 田青野　滿（自）名 和 団 地
近藤　春義（町）養 父 第 ３加藤　滋（自）東 山 田清水　敬祐（自）第 １ 上 野 ケ 丘
佐々木又男（町）養 父 第 ４渡邊　正人（自）清 長水上　好孝（町）第 ２ 上 野 ケ 丘
小林　修一（町）養 父 第 ５菅　和彦（自）新 長 口長谷川美紀（自）県 営 名 和 住 宅
松下　政利（町）養 父 第 ６鈴木　皇（自）東 長 口小島　英和（町）南 脇
石濱　晋（町）養 父 第 ７加古　敬三（町）姫 島佐々木幹人（町）南 ケ 丘
下村　兼敏（町）養 父 第 ８鈴木加奈美（町）伏 見加藤　清春（町）渡 内
土屋　皓一（町）養 父 第 ９宇都宮英史（自）東 広山口　優子（町）勝 山
森　順一（町）養　  父　 第　 10戸田　智章（自）上 瀬 木田辺　精子（町）橘
川原　清（町）加 木 屋山内　康男（自）藤 島田中　　子（町）泉
加古　真裕（自）サンヒルズ加木屋佐治　宗康（町）大 田妹尾　峰男（町）荒 尾 住 宅
菅　　敏徳（自）鎌 吉 良 根野々山由信（町）中 央 町花田　辰雄（自）エスペランタ聚楽園
松下　寛（自）南 加 木 屋 台大杉　信一（町）木 田立川　純治（自）ライフヒルズ笹根
小野寺　伸（自）東 加 木 屋安部　吉勝（自）ラ イ オ ン ズ 大 池中村　文朗（自）ライオンズガーデン荒尾町

千賀　孝之（自）新 加 木 屋原　進雄（自）宝マンション太田川上月　道夫（自）エ コ タ ウ ン 笹 根
鈴木　康司（自）加 南 西辻　基広（自）バンベール太田川蟹江　博治（町）寺 中
角田　昭一（自）大 堀 ハ イ ツ小川　誠（自）ライオンズ太田川小林　博（町）加 家
森田　紘一（自）チ ッ タ 加 木 屋濵田あゆみ（自）ファミリアーレ大池公園小柳　利雄（町）平 島
西田　雅宏（自）日 鉄 物 流田中　慎一（自）ローレルタワー太田川駅前本田美津秋（町）清 水
田中　逸朗（自）泡 池後藤　嘉明（町）長 山吉田　好美（自）県 営 清 水 住 宅
道券万由華（自）百 合 ケ 丘蟹江　毅（町）御 殿坂野　素伸（町）木 庭
佐原　洋一（自）大 池水野　好市（町）東 脇佐藤　義雄（自）向 山
大岩　英明（自）加 木 屋 南北川　勇（町）西 脇小林　勝利（自）洞 ケ 山
岡本　弘幸（自）大 清 水佐野　由則（町）南 脇　冨　正文（自）下 大 脇
大井　昭（自）東 大 堀蟹江　鉄雄（町）今 川藤原　右一（自）小 池
権田　希望（自）日 和 の 丘安井吉太郎（町）旭坂野　正信（町）富 田
安　守河（自）加 木 屋 宙 の 丘

そら
加藤　朗（町）寺 前大澤　金広（町）伏 見 一 丁 目

行政協力員が決まりまし行政協力員が決まりましたた

行政協力員

溫

広報とうかい　２０１９年４月１５日号11

▲

G
O
!
G
O
!
と
う
か
い

■
団
本
部

　
団
長
　
　
　
沼
澤
恒
一
郎

　
副
団
長
　
　
竹
内
功
二

　
副
団
長
　
　
加
藤
剛
司

■
第
一
分
団
〔
南
柴
田
町
、
新
宝
町
、　

　
名
和
町
、
浅
山
〕

　
分
団
長
　
　
石
川
晃
史

　
副
分
団
長
　
本
田
真
悠

■
第
二
分
団
〔
荒
尾
町
（
通
称
加
家
の

　
区
域
を
除
く
）、
富
貴
ノ
台
四
丁
目
・

　
五
丁
目
〕

　
分
団
長
　
　
南
　
康
行

　
副
分
団
長
　
下
里
直
也

■
第
三
分
団
〔
荒
尾
町
（
通
称
加
家
の

　
区
域
に
限
る
）、
東
海
町
、
富
貴
ノ
台

　
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
・
六
丁

　
目
、
中
央
町
三
丁
目
〕

　
分
団
長
　
　
谷
口
善
英

　
副
分
団
長
　
瀧
本
圭
祐

■
第
四
分
団
〔
富
木
島
町
、
中
央
町
五

　
丁
目
・
六
丁
目
（
中
央
町
町
内
会
の

　
区
域
を
除
く
）〕

　
分
団
長
　
　
森
茂
健
太

　
副
分
団
長
　
尾
崎
恭
平

■
第
五
分
団
〔
大
田
町
、
中
央
町
一
丁

　
目
・
二
丁
目
・
四
丁
目
・
六
丁
目
　

　（
中
央
町
町
内
会
の
区
域
に
限
る
）・

　
七
丁
目
〕

　
分
団
長
　
　
大
村
将
之

　
副
分
団
長
　
大
村
賢
太
郎

■
第
六
分
団
〔
高
横
須
賀
町
、
中
ノ
池
〕

　
分
団
長
　
　
加
古
智
大

　
副
分
団
長
　
佐
野
　
矢

■
第
七
分
団
〔
横
須
賀
町
、
元
浜
町
、　

　
養
父
町
〕

　
分
団
長
　
　
酒
井
智
章

　
副
分
団
長
　
木
村
謙
太

■
第
八
分
団
〔
加
木
屋
町
〕

　
分
団
長
　
　
蟹
江
海
人

　
副
分
団
長
　
沢
田
大
輝

■
女
性
分
団
〔
市
の
区
域
全
域
〕

　
分
団
長
　
　
山
根
由
紀
美

　
副
分
団
長
　
山
川
久
美
子

　
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
庶
務
課
へ
。

■
委
員
長
　
　
清
水
　
徹
（
富
木
島
）

■
副
委
員
長
　
小
野
偉
稔
（
大
田
）

■
委
員
　
衣
川
益
未
（
緑
陽
）、
石
田
恵

津
子
（
緑
陽
）、
横
川
　
恵
（
名
和
）、

高
谷
政
昭
（
名
和
）、
下
村
日
実
子
（
渡

内
）、矢
野
裕
彦（
渡
内
）、菊
池
　
浩（
平

洲
）、安
藤
幸
徳（
平
洲
）、近
藤
勝
子（
明

倫
）、田
口
　
稔（
明
倫
）、米
澤
真
弓（
富

木
島
）、
納
富
靖
博
（
船
島
）、
盛
重
博

美
（
船
島
）、
佐
治
文
子
（
大
田
）、
安

井
悦
子
（
横
須
賀
）、
平
井
聡
士
（
横
須

賀
）、
井
村
則
善
（
加
木
屋
）、
早
川
圭

三
（
加
木
屋
）、
三
浦
良
典
（
三
ツ
池
）、

石
原
和
子
（
三
ツ
池
）、
髙
木
眞
子
（
加

木
屋
南
）、
坂
野
三
次
（
加
木
屋
南
）、

吉
田
　
茂
（
加
木
屋
南
）

詳
し
く
は
、市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
課（
６

階
）
へ
。

３１年度消防団幹３１年度消防団幹部部・・スポーツ推進委員スポーツ推進委員
芦

斡

梓

扱

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

市民の皆さんと市役所を結ぶ連絡調整役の行政協力員、

地域防災に活躍していただく消防団幹部、スポーツなどの

普及・振興のために活躍していただくスポーツ推進委員

に、次の方が決まりました。

（敬称略・順不同）

消防団幹部

スポーツ推進委員

▲

操
法
大
会

▲観閲式

広報とうかい　２０１９年４月１５日号
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予
防
接
種
の
種
類
や
接
種
時
期
に
つ

い
て
は
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
た
、お
子
さ
ん
の
接
種
記
録
は
、「
母

子
健
康
手
帳
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

い
な
い
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市
内
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内
で
予
防
接

種
を
接
種
す
る
場
合
、
接
種
費
用
は
無

料
で
す
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が

市
外
に
あ
る
方
な
ど
は
、
事
前
に
健
康

推
進
課
へ
申
請
を
行
え
ば
市
外
で
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
市
外
接
種
の
申
請
手
続
き

予
防
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
で

接
種
で
き
る
か
、
必
ず
事
前
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
県
内
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

①
 健
康
推
進
課
へ
母
子
健
康
手
帳
と

予
防
接
種
手
帳
を
持
参
し
、
申
請
書
を

記
入
す
る

②
 市
か
ら
接
種
に
必
要
な
書
類
が
届

い
て
か
ら
接
種
を
す
る

な
お
、
県
内
で
予
防
接
種
を
接
種
す

る
場
合
、
接
種
費
用
は
無
料
で
す
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重
い
病

気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年

１７

２１

度
に
か
け
て
積
極
的
な
接
種
勧
奨
の
差

し
控
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
通
常
ど
お
り
予
防
接
種
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
接
種
差
し
控
え
に
あ

た
っ
て
い
た
方
が
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
を
完
了
し
て
い
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。次

の
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
で
接
種

の
記
録
を
確
認
し
、
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
　
年
４
月
２
日
か
ら
　
年
４
月

１１

１９

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
接
種
で

２０
き
ま
す

●
平
成
　
年
４
月
２
日
か
ら
　
年
　
月

１９

２１

１０

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

２
期
の
時
期
（
９
歳
～
　
歳
）
に
未

１２

接
種
分
の
接
種
が
で
き
ま
す

法
令
で
定
め
ら
れ
た
接
種
期
間
以
外

の
接
種
は
任
意
接
種
と
な
り
、
原
則
接

種
費
用
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

●
県
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

医
療
機
関
へ
接
種
の
予
約
を
す
る
２

週
間
以
上
前
に
、
健
康
推
進
課
へ
連
絡

し
、申
請
方
法
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

　
接
種
す
る
場
合
の
費
用
を
補
助
し
ま

す
（
補
助
上
限
あ
り
）。

公
費
全
額
負
担
に
よ
る
予
防
接
種
が

３
種
類
あ
り
ま
す
。

①
 日
本
脳
炎
　
２
期

●
対
象
者
　
小
学
４
年
生

②
 二
種
混
合

●
対
象
者
　
小
学
６
年
生

③
 子
宮
頸
が
ん

●
対
象
者
　
中
学
１
年
生
の
女
子

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
、

　
年
４
月
よ
り
定
期
の
予
防
接
種
と
し

２５て
接
種
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
接
種
し
た
部
位
以
外
の
身

体
の
広
い
範
囲
で
持
続
す
る
痛
み
を
訴

え
る
重
篤
な
副
反
応
が
ま
れ
に
報
告
さ

れ
て
い
る
た
め
、
副
反
応
の
頻
度
が
よ

り
明
ら
か
に
な
る
ま
で
の
間
、
積
極
的

な
接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

中
学
校
を
通
じ
て
、
中
学
新
１
年
生
の

女
子
を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
の
通
知
文
を
配
布
し
ま

す
。接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
推

進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お子さんの予防接種は計画的に
市では、感染のおそれがある病気に対する抵抗力をつけて、その病気の流行を
抑えるため、予防接種を行なっています。
詳しくは、しあわせ村健康推進課へ。

接
種
す
る
医
療
機

接
種
す
る
医
療
機
関関

小
・
中
学
生
の
予
防
接

小
・
中
学
生
の
予
防
接
種種

日
本
脳
炎
の
特
例
対
象

日
本
脳
炎
の
特
例
対
象
者者

接
種
期
限

接
種
期
限
はは
　
歳
ま
歳
ま
でで

2020

13 広報とうかい　２０１９年４月１５日号

子どもの予防接種実施医療機関
601・602・603・604・689・８２９局は市外局番052、 31・32・33・36・３８局は0562

電話番号予約

接　　種　　種　　目　　　 　

日本脳炎
（３歳以上）

日本脳炎
（３歳未満）水痘麻しん

風しん
不活化
ポリオ三種混合四種混合

二種混合ＢＣＧ
ヒブ
小児用
肺炎球菌

B型肝炎

603-2633要〇―〇〇――――――こじま内科

603-0647要〇―〇〇――〇〇〇〇森川医院

604-3333要〇―〇〇――〇
（二混のみ）―――村田メディカル

クリニック

689-3311要〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇いそがいクリニック

829-1211要〇〇〇〇―〇〇――〇大橋内科

603-1368要〇〇〇〇〇―〇〇〇〇富貴ノ台
ファミリークリニック

689-0900要〇〇〇〇――〇〇〇〇如来山内科・外科
クリニック

603-4515要〇―〇〇――〇〇〇〇久保田医院

602-1776要〇―〇〇――〇〇〇〇ＫａＫｏ  ＭＥＤＩＣＡＬ
life  CLINIC

602-0300要〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇もしもしこども
クリニック

689-3387要〇―〇〇――〇〇〇〇なかむら耳鼻科
クリニック

601-8521要〇――〇――〇
（二混のみ）―――富木島診療所

603-5212要〇―〇〇――〇〇――まちい内科

33-3355要〇―〇〇――〇
（二混のみ）―――久野医院

33-2933要――〇―――――――池田耳鼻咽喉科

32-2145一部要〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇小嶋病院

32-0030要〇〇〇〇――〇〇〇〇みわホームクリニック

36-1101要〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇石橋クリニック

32-0762要〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇まつしまクリニック

32-0131要〇〇〇〇――〇〇〇〇小児科ハヤカワ医院

3２-1996要 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇のばたクリニック

 33-5500要〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇公立西知多
総合病院

31-1881要〇〇〇〇〇―〇〇〇〇クリスタルファミリー
クリニック

32-0323要〇〇〇〇〇―〇〇〇〇池田医院

36-0050要〇―〇〇〇〇〇――〇内科・外科
日比野クリニック

36-2805要〇―〇〇〇〇〇〇〇〇かとう内科
こどもクリニック

31-1650要〇―〇〇――〇〇〇〇こいで内科医院

31-3232要〇―〇〇〇―〇〇〇〇かぎやこども
クリニック

38-2800要――――――――〇―ふくおか耳鼻咽喉科

項　目

医療機関
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市
で
は
、「
第
６
次
東
海
市
行
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
な

ど
の
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
の
中

に
あ
っ
て
も
、
市
政
運
営
を
し
っ
か

り
支
え
て
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
提
供
し
て
い
く
た
め
の

行
政
の
「
質
の
改
革
」
の
実
現
を
目

指
し
て
積
極
的
に
行
政
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
度
、　
年
度
か
ら
令
和
３
年

３１

度
ま
で
の
３
か
年
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
６
次
東
海
市
行
政
改
革
大
綱

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

推
進
項
目
の
　
項
目
の
う
ち
主
な

１６

項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

①
 質
の
高
い

    市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
消
防
法
令
に
違
反
の
あ
る

　
特
定
防
火
対
象
物
に
係
る

　
公
表
制
度
の
実
施

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
火
災

の
事
例
を
み
る
と
、
ホ
テ
ル
や
社
会

福
祉
施
設
な
ど
の
特
定
防
火
対
象
物

に
お
い
て
重
大
な
消
防
法
令
違
反
が

あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
事
案

が
全
国
的
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

違
反
対
象
物
に
対
し
消
防
機
関
が

命
令
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
対
象

物
に
命
令
内
容
が
公
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
公
示
に
至
る
ま
で

に
要
す
る
相
当
な
時
間
、
火
災
の
危

険
性
に
関
す
る
情
報
が
利
用
者
に
提

供
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
年
度
か
ら
消
防
本
部
予
防
課
の

３１
組
織
を
再
編
し
、
査
察
体
制
を
強
化
、

是
正
に
向
け
た
指
導
を
行
う
と
共

に
、
重
大
な
違
反
対
象
物
は
、
違
反

が
是
正
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
建
物
名
称
及
び
違
反
内
容

を
掲
載
し
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

②
 市
民
と
の

　
 パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

　
 構
築

●
中
心
市
街
地
に
お
け
る

    民
間
事
業
者
等
と
の

    連
携
事
業
の
推
進

現
在
、
市
・
商
工
会
議
所
・
民
間

事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
く

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
ま
す
。

更
な
る
活
性
化
に
向
け
、
観
光
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
事
業
展
開
や
事

業
の
担
い
手
の
拡
大
な
ど
を
図
り
、

市
民
活
動
団
体
や
民
間
事
業
者
な
ど

の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
体
制
を
構

築
し
、
に
ぎ
わ
い
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。③

 行
政
資
源
の

     最
適
化
の
推
進

●
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

　
シ
ス
テ
ム
の
構
想
・

　
構
築
に
よ
る

　
業
務
の
効
率
化

社
会
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど

の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
最
適
な
シ
ス
テ

ム
を
構
想
・
構
築
し
、
業
務
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

　
年
度
か
ら
専
門
性
の
あ
る
人
材

３１
確
保
に
向
け
た
検
討
の
ほ
か
、
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
導
入
可
能
性
の
検

討
・
調
整
を
県
が
設
置
す
る
研
究
会

へ
の
参
画
を
図
り
な
が
ら
円
滑
な
シ

ス
テ
ム
導
入
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
第
６
次
東
海
市
行
政
改
革

大
綱
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
政
策
課

（
３
階
）
へ
。

進進めめてていいまますす 行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革

広報とうかい　２０１９年４月１５日号15

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
・
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
放
課
後
や
土
曜
日
な
ど
に
、
小
学

校
の
特
別
教
室
な
ど
を
利
用
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
小
学
校
を
通
じ
て
募
集
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間

５
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で

の
月
～
金
曜
日
の
放
課
後
及
び
土

曜
日
の
午
前
中
（
祝
日
及
び
長
期
休

業
日
は
除
く
）

●
実
施
場
所

市
内
全
小
学
校

●
内
容

ス
ポ
ー
ツ
や
工
作
、音
楽
、習
字
、

マ
ジ
ッ
ク
、
科
学
実
験
、
料
理
、
語

学
な
ど
の
体
験
教
室

●
参
加
料

無
料
（
材
料
費
は
各
自
負
担
）

●
申
し
込
み

各
小
学
校
で
配
布
さ
れ
る
募
集

チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

詳
し
く
は
、
市
役
所
社
会
教
育
課

（
６
階
）
へ
。

子子どどもも教教室室

ごごごごごごごごごごごごごごごご参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加くくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささご参加くださいいいいいいいいいいいいいいいいい

市内には、１５の地区公民館・市民
館があります。
それぞれの館では、地域の特性を生
かした各種教室や親子を対象とする
子育て講座などを実施しています。
ぜひ、お近くの地区公民館・市民館
へお出かけください。
また、各館では趣味やスポーツのグ
ループなど自主サークルの活動も盛
んです。地区公民館・市民館で楽しい
仲間づくりを始めてみてはいかがで
しょうか。
教室・講座の内容や開催時期など詳
しくは、市ホームページをご覧いただ
くか、直接各館または市役所社会教育
課（６階）へ。

加木屋市民館から加木屋緑地をめぐるウォー
キングを楽しみながら、生きものを探し・捕まえ・
観察します。水の中で光るホタルの幼虫、日本最
大のトンボのヤゴ、南の島から千kmを超えて飛
来するチョウ・アサギマダラなどを見つけましょ
う（捕まえた生きものは観察した後、元の場所に
かえします）。
●とき
５月１９日（日）午前９時～正午（受付は８時

３０分～・小雨決行・荒天中止）
なお、当日荒天の場合は市役所にお問い合わせ
ください。
●集合場所
加木屋市民館
集合後、加木屋緑地（成長の森ゾーン～みはら
しの森ゾーン）まで観察しに行きます。

●対象者
市内在住・在勤・在学者
なお、子どもから高齢者までどなたでも参加可

能ですが、２㎞程度歩ける方（小学生以下は保護
者同伴）に限ります。
●募集人数
５０人（先着順）

●参加料
無料

●持ち物
汚れてもよい靴、服装、生きものを捕まえたり

観察したりするための道具、筆記用具、水筒
●申し込み
４月１５日（月）から市役所花と緑の推進課（４

階）へ。電話でも受け付けます　
詳しくは、申込先へ。

ふふるるささとと再再生生ププロロジジェェククトト

～～身身近近なな生生ききももののをを見見つつけけにに行行ここうう～～

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

参加者を募参加者を募集集

地地区区公公民民館館・・市市民民館館

ごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささご利用くださいいいいいいいいいいいいいいいいい



16

姻

胤

飲

蔭

引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引

引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引

淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫

淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫

　
歳
以
上
ま
た
は
　
歳
以
上
の
年

９０

８０

齢
で
、　
本
以
上
の
歯
を
お
持
ち
の

２０

方
を
市
と
（
一
社
）
愛
知
県
歯
科
医

師
会
、（
一
社
）
東
海
市
歯
科
医
師
会

で
表
彰
し
ま
す
。

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
歯
科
医
院
に

よ
り
取
り
扱
い
の
な
い
場
合
有
り
）。

●
９
０
２
０
表
彰
の
条
件

①
 昭
和
５
年
３
月
　
日
以
前
に
生

３１

ま
れ
た
方

②
 今
ま
で
に
９
０
２
０
表
彰
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方

③
 　
本
以
上
機
能
す
る
歯
が
残
っ

２０
て
い
る
方

●
８
０
２
０
表
彰
の
条
件

①
 昭
和
　
年
３
月
　
日
以
前
に
生

１５

３１

ま
れ
た
方

②
 今
ま
で
に
８
０
２
０
表
彰
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方

③
 　
本
以
上
機
能
す
る
歯
が
残
っ

２０
て
い
る
方

●
申
し
込
み

５
月
　
日
（
金
）
ま
で
に
か
か
り

３１

つ
け
の
歯
科
医
院
へ

な
お
、
市
外
の
歯
科
医
院
か
ら
推

薦
を
受
け
る
場
合
は
、
し
あ
わ
せ
村

健
康
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課
へ
。

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

募
集
し
ま
す
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

安心して妊娠期を過ごし出産を迎える
ために、母子健康手帳交付時に全ての妊
婦の方と保健師や助産師が面談を行なっ
ています。出来るだけ待ち時間がないよ
うに、５月７日（火）以降に交付を受けら
れる方は事前に予約をお願いします。
●交付日時
月～金曜日の午前９時～午後５時

（最終受付は午後４時・土・日曜日、祝
日を除く）
●申し込み
月～金曜日の午前８時３０分から午
後５時１５分まで（土・日曜日、祝日を除
く）にしあわせ村妊産婦・子育て総合相
談窓口（健康推進課内・電話０５２―６８９
―１６４６）へ
詳しくは、申込先へ。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

平成１４年に高知県高知市で考案され、全国的に
広がっている筋力アップの体操です。
●体操の内容
椅子に座って、１００ｇ～５００ｇ（体力に合わせ
て）のおもりを手首や足首に付けて、ＤＶＤを見
ながらゆっくりと身体を動かします。ＤＶＤを見
ながら行うので、コツさえつかめば、簡単に実施
できます。
また、激しい運動が苦手な方も安心してできま
すので、誰でも気軽に始めることができます。
●期待される効果
体操を週に１回以上行うことで、効果があると
いわれており、実際に体操を継続している方から
は、「体力がついた」「膝や腰の痛みが軽くなった」
などの声が聞かれています。

グループ活動支援を受け
るためには、グループ登録が
必要です。登録をしていただ
くとＤＶＤをお渡しするこ
となどができます。
●支援対象
次の条件をすべて満た
すグループ
① 週１回以上体操が実施できる
② 体操を行う場所や必要物品の確保ができる
③ 市内在住者が５人以上いる
なお、事業所での実施に関する相談も受け付け
ています。
また、体操の体験会も行なっています。
詳しくは、しあわせ村健康推進課へ。

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

いいききいいきき百百歳歳体体操操

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいきききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととといきいき百歳体操とはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは グループ活動支援についグループ活動支援についてて

ググググググググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププププププ活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動をををををををををををををををををををを支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援ししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままグループ活動を支援しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

◀
グ
ル
ー
プ
活
動
の
様
子

９９
００
２２
００
・・
８８
００
２２
００

表表
彰彰
対対
象象
者者

母子健康手帳交付の予約制

スススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトしししししししししししししししししままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすす
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主
催
者
や
参
加
者
が
傷
害
を
受
け
た

場
合

・
死
亡
…
１
人
　
万
円

３００

・
後
遺
障
害
…
１
人
９
万
円
～
　
万
円

３００

・
入
院
…
２
千
円
（
日
額
・
　
日
を
限
度
）

１８０

・
通
院
…
千
円（
日
額
・
事
故
の
日
か
ら

　
日
以
内
で
通
院
は
　
日
ま
で
）

１８０

９０

●
賠
償
責
任
補
償

主
催
者
や
指
導
者
が
法
律
上
の
賠
償

責
任
を
問
わ
れ
た
場
合

・
身
体
賠
償
…
最
高
１
事
故
５
億
円

・
財
物
賠
償
…
最
高
１
事
故
５
億
円

・
企
業
、政
治
、宗
教
団
体
な
ど
の
活
動

・
地
震
・
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害

・
活
動
者
な
ど
の
故
意
に
よ
る
も
の

・
脳
疾
患
、
犯
罪
、
闘
争
、
自
殺
行
為

な
ど

・
他
覚
症
状
の
な
い
ム
チ
ウ
チ
症
や
腰

痛
な
ど

・
個
人
的
な
活
動

・
練
習
や
自
己
学
習
の
た
め
の
活
動

・
賠
償
責
任
の
場
合
は
、
親
族
に
対
す

る
事
故
、
車
両
に
よ
る
事
故
、
借
り
た

物
に
対
す
る
事
故
な
ど

・
そ
の
ほ
か
保
険
対
象
と
し
て
認
め
難

い
も
の

詳
し
く
は
、市
役
所
市
民
協
働
課（
１

階
）
へ
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動

や
市
民
活
動
な
ど
を
安
心
し
て
行
え
る

よ
う
、
市
民
活
動
保
険
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

保
険
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

団
体
の
代
表
の
方
が
、
行
事
・
団
体
に

関
す
る
市
の
担
当
課
な
ど
に
事
業
計

画
・
名
簿
な
ど
を
添
え
て
事
前
に
登
録

を
行
い
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
傷
害
補
償 市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動

～安心して

　地域での活動を

　していただくために～

保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度補補
償償
内内
容容

対対
象象
とと
なな
らら
なな
いい
もも
のの

と
周
辺
清
掃
、
公
共
の
場
所
で
チ
ラ
シ

配
り
を
行
な
っ
た
と
き
の
散
乱
ご
み
の

回
収
及
び
催
事
後
の
周
辺
清
掃
に
つ
い

て
特
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
地
域
で
実
施
さ

れ
る
清
掃
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
ご
み
の
散
乱
の
な
い
快
適

な
地
域
環
境
の
実
現
の
た
め
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、市
役
所
生
活
環
境
課（
５

階
）
へ
。

「
東
海
市
空
き
缶
等
ご
み
散
乱
防
止

条
例
」に
基
づ
き
市
内
幹
線
道
路
及
び
、

公
共
施
設
周
辺（
左
の
図
の
と
お
り
）、

鉄
道
駅（
名
和
･
太
田
川
・
尾
張
横
須

賀
・
高
横
須
賀
）周
辺
、上
野
浄
水
場
周

辺
・
加
木
屋
町
向
山
周
辺
・
同
町
美
女
ケ

脇
周
辺
な
ど
を
重
点
地
域
に
指
定
し
、

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
地
域
環
境
の
美
化
を
図
り
ま
す
。

重
点
地
域
内
で
は
、
飲
料
の
自
動
販

売
機
設
置
場
所
へ
の
回
収
容
器
の
配
備

N
  　
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし

指
定
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
　
 　
　
　
　
　
　
　
　

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
年
度
　
　
　
　
　

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３１

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散
乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重
点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地

ご
み
散
乱
防
止
重
点
地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域

広報とうかい　２０１９年４月１５日号
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②　被保険者均等割額の軽減特例の見直しを行います。本則の７割軽減の方が、これまでは更
　　に上乗せして軽減（９割）されてきましたが、世代間の公平の観点などから、３１年度（２０１９
　　年度）は下の表のとおり見直しを行います。

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

均等割の軽減割合
対象者の所得要件 変更後〔３１年度

（２０１９年度）〕
変更前〔３０年度
（２０１８年度）〕本則

８割９割７割
所得金額の合計が３３万円以下の世帯で被保険
者全員の年金収入が８０万円以下（その他の所
得がない）の場合

保険料の均等割額の軽減は、世帯主とその世帯内の被保険者の所得金額の合計に応じて、30年度
（２０１８年度）は９割、８.５割、５割、２割を軽減してきましたが、３１年度（２０１９年度）は一部改定を
行なっています。詳細は下記のとおりです。

これまで職場の健康保険などの被扶養者で自分の保険料を納めていなかった方も、後期高齢者医療
制度では、被保険者となり、新たに保険料を負担していただくことになりますが、保険料が急に増え
ることのないよう、加入から２年を経過する月まで被保険者均等割額を５割軽減します（２９年４月３０
日以前に加入された方については、この軽減制度の対象となりません）。所得割額については、課せら
れません。

閣

拡大後〔３１年度（２０１９年度）〕拡大前〔３０年度（２０１８年度）〕軽減率

３３万円＋
（２８万円×世帯の被保険者数）

３３万円＋
（２７.５万円×世帯の被保険者数）５割軽減

３３万円＋
（５１万円×世帯の被保険者数）

３３万円＋
（５０万円×世帯の被保険者数）２割軽減

①　所得の低い世帯の方の保険料の軽減として、３１年度（２０１９年度）からは、国の基準に合わせ
　て、２割軽減、５割軽減の対象を拡大しました。対象者の所得要件は、下の表のとおりです。

職場の健康保険などの被扶養者だった方の軽職場の健康保険などの被扶養者だった方の軽減減

被保険者均等割額の軽被保険者均等割額の軽減減

保険料額の決保険料額の決定定

３１年度（２０１９年度）の保険料額については、７月中旬に決定通知書をお送りします。

いずれも詳しくは、市役所国保課（１階）へ。

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま変更しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険後期高齢者医療制度保険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
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●
申
し
込
み
　

申
込
書（
規
定
用
紙
）に
記
入
し
、初

め
て
申
し
込
ま
れ
る
方
は
直
接
持
参
し

て
、市
民
大
学「
平
成
 嚶
鳴
 館
」（
上
野
公

お
う
め
い

民
館
内
・
〒
４
７
６
―
０
０
０
２
　
名

和
町
南
之
山
　
─
４
）へ

１０

な
お
、
規
定
用
紙
は
上
野
公
民
館
、

市
役
所
社
会
教
育
課
（
６
階
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
中
央

図
書
館
、芸
術
劇
場
で
配
布
す
る
ほ
か
、

平
成
嚶
鳴
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
火
～
金
曜
日
の
午
前
　１０

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
申
込
先
（
電

話
０
５
２
─
６
８
９
─
７
３
７
５
）へ
。

学
、
環
境
・
消
費
生
活
、
生
活
の
知
恵

な
ど
）

た
だ
し
、
営
利
目
的
、
政
治
活
動
、

宗
教
活
動
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

な
ど
を
除
き
ま
す
。

な
お
、
講
座
の
申
込
者
が
　
人
に
達

１０

し
な
い
場
合
は
原
則
、
講
座
を
開
設
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
謝
礼
　
人
の
受
講
者
で
１
回
あ
た
り
５
千

２０
円
（
源
泉
徴
収
税
額
を
含
む
・
学
生
の

人
数
に
応
じ
て
１
人
増
減
す
る
ご
と
に

　
円
増
額
ま
た
は
減
額
）

２００●
１
講
座
あ
た
り
の
事
務
費

千
円（
謝
礼
の
振
込
時
に
差
し
引
き
）

　
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
開
設

１０
す
る
講
座
の
教
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　

５
月
９
日
（
木
）
ま
で
〔
当
日
消
印

有
効
〕

●
応
募
資
格

　
歳
以
上
の
方
（
市
内
外
不
問
）

１８
●
講
座
開
設
時
期
・
回
数
　

　
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
の
１

１０
講
座
　
回
コ
ー
ス
ま
た
は
５
回
コ
ー
ス

１０

の
い
ず
れ
か
（
新
規
申
込
者
は
１
講
座

の
み
）

●
講
座
開
催
の
主
な
会
場

上
野
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど

●
講
座
内
容

初
め
て
の
方
か
ら
中
級
者
ま
で
の
一

般
向
け
文
化
教
室
（
パ
ソ
コ
ン
、
語
学
、

音
楽
、
健
康
体
操
、
舞
踊
、
俳
句
・
川

柳
、
書
道
、
美
術
、
手
工
芸
、
茶
道
、

華
道
、
写
真
、
料
理
、
パ
ン
・
お
菓
子

づ
く
り
、
文
学
、
歴
史
・
郷
土
史
、
哲

元新日本製鐵㈱釜石製鐵所ラグビー部で実業
団７連覇、東日本大震災時にはＮＰＯ法人を立ち
上げ、釜石市の復興に尽力された伝説のラガーマ
ン・松尾雄治さんを講師に迎え、「ラグビーと私」
と題して講演会を開催します。本市と釜石市の姉
妹都市としての深い絆、震災、３１年に開催される
ラグビーワールドカップのことなど多岐に渡っ
て、興味深いお話をしていただきます。
●とき
５月１０日（金）午後６時～（開場は５時）

●ところ
芸術劇場大ホール

●定員
６００人（先着順）

●入場料
無料

●申し込み
不要
詳しくは、消防本部予防課（電話０５６２─３２─

１１７０）へ。

厩

噂

瓜

云

浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦

浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦

閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏

閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏
閏

現行の都市計画マスタープランの一部改定
（２６年３月）後に策定された上位関連計画など
との整合を図り、本市が目指す都市づくりを
具体的に示すため、都市計画マスタープラン
を改定しました。
詳しくは、市役所都市計画課（４階）へ。

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししし改定しましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画マママママママママママママママママママママスススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーープププププププププププププププププププププラララララララララララララララララララララ東海市都市計画マスタープランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

あ
な
た
も
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民
大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学

「「「「「「「「「「「
平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成
嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶
鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴
館館館館館館館館館館館
」」」」」」」」」」」

教教教教教教教教教教教
員員員員員員員員員員員
募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集

東海市危険東海市危険物物

安全協安全協会会

創立５０周年記創立５０周年記念念

講演講演会会

市制５０周年記市制５０周年記念念

開催します
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申し込み補助額制度概要制度名称No
令和２年１月３１
日（金）までに建
築住宅課へ。郵送
(〒４７６─８６０１　
住所不要)でも受
け付けます

昭和５６年５月３１日以前に建て
られた木造住宅の所有者の方に
対して無料で耐震診断を実施し
ます

木造住宅の
無料耐震診断１

令和２年１月１５
日（水）までに建
築住宅課へ

耐震改修に係る工事、設計・
工事監理に要する費用（５万
円以上が対象）に対して最大
１００万円

市が実施した耐震診断で判定値
が１.０未満と診断された木造住
宅を、判定値１.０以上かつ判定値
に０.３を加算した数値以上に耐
震改修される方に対して補助金
を交付します

木造住宅
耐震改修
工事費補助

２
一段目は判定値０.７以上１.０未
満となる耐震改修に係る工事
及び設計に要する費用に対し
て最大５０万円
二段目は一段目補助を受けた
住宅で判定値１.０以上となる
耐震改修に係る工事及び工事
監理に要する費用に対して最
大５０万円

市が実施した耐震診断で判定値
が０.４以下と診断された木造住
宅を、一段目と二段目の２段階
に分けて耐震改修される方に対
して補助金を交付します

木造住宅
段階的耐震
改修工事費補助

令和２年１月１５
日（水）までに建
築住宅課へ

除却工事に要する費用で、緊
急輸送道路に面する住宅に対
して最大２５万円、それ以外の
住宅に対して最大２０万円

３０年度までに市が実施した耐震
診断で判定値が１.０未満と診断
された、延べ面積が３０㎡以上あ
る木造住宅を除却される方に対
して補助金を交付します

【新設】
木造住宅
除却工事費補助

３

令和２年１月１５
日（水）までに建
築住宅課へ

耐震シェルター等設置に要する
費用に対して最大４０万円
①世帯の構成員がすべて６５
歳以上の方、身体障害者手帳
の交付を受けた方または要介
護認定を受けた者が属する世
帯の場合は、補助率１０/１０
② 一般世帯の場合は、補助率
５/１０

市が実施した耐震診断で判定値
が１.０未満と診断された木造住
宅で耐震シェルターまたは防災
ベッドを整備される方に対して
補助金を交付します

耐震シェルター等
整備費補助４

市では、皆さんの住宅を災害に強いものにするために、さまざまな制度を設けています。
３１年度からは新しく「木造住宅除却工事費補助」と「防災ベッドの無料貸出」を始めましたので、ぜ
ひ、ご活用ください。
なお、すべて事前に申請が必要で、補助制度については予算の範囲内で先着順に受け付けます。
詳しくは、市役所建築住宅課（４階）へ。

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制各種耐震化促進制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ご利用くだ

さ
ご利用くだ

さいい
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申し込み補助額制度概要制度名称No

建築住宅課へ。市
が所有する防災
ベッドの台数の
範囲内で先着順
に受け付けます

市が実施した耐震診断で判定値
が１.０未満と診断された住宅に
住む方で次の①から③のいずれ
かに該当する方に対して防災
ベッドを無料貸出します（貸出
期間は１２か月）
①世帯の構成員がすべて６５歳
以上の方
②身体障害者手帳の交付を受け
た方
③要介護認定を受けた方

【新設】
防災ベッドの
無料貸出

５

１２月２７日（金）
までに建築住宅
課へ

耐震診断に要する費用に対し
て戸建住宅は最大８万９,０００
円、戸建住宅以外は最大４００
万円

昭和５６年５月３１日以前に建て
られた非木造住宅（特殊な構造
を除く）の耐震診断を行う所有
者の方に対して補助金を交付し
ます

非木造住宅
耐震診断費補助

６

１２月１３日（金）
までに建築住宅
課へ

耐震改修に係る工事、設計・
工事監理に要する費用に対し
て戸建住宅は最大１００万円、
戸建て住宅以外は最大１００万
円×戸数

耐震診断で判定値のIs値(構造
耐震指数)が０.６未満またはq値
(保有水平耐力)が１.０未満と診
断された住宅をIs値が０.６以上
かつq値が１.０以上に耐震改修
される方に対して補助金を交付
します

非木造住宅
耐震改修
工事費補助

７

令和２年１月１５
日（水）までに生
垣等緑化補助は
市役所花と緑の
推進課（４階）、
ブロック塀等撤
去費補助は建築
住宅課へ

補助対象ブロック塀等の撤去
等に要する費用に対して延長
１ｍにつき７,５００円（１,０００円
未満の端数は切り捨て・１ｍ
未満の端数は切り捨て）、最大
１５万円
※ブロック塀等から生垣等緑
化に代える場合は延長１ｍに
つき１４,０００円、最大２８万円

小中学校が定める通学路から１
ｍの範囲内に位置し、かつ、当
該通学路に１ｍ以上面してお
り、高さが１ｍ以上であるブ
ロック塀等を撤去される方に対
して補助金を交付します

生垣等緑化補助・
ブロック塀等
撤去費補助

８

建築住宅課へ

住宅の基礎を３０cm以上かさ
上げする工事で、これと併せ
て行う 曳家 ・

ひ き や

 揚家 工事または
あ げ や

３０cm以上の盛土工事（盛土部
分の擁壁工事を含む）に要す
る費用（５万円以上が対象）
に対して最大３００万円
なお、改修・改築工事が対象
で新築工事は対象外です

過去に浸水被害があった住宅を
改修される方に対して補助金を
交付します

住宅浸水対策
改修工事補助９

※No．２・３・４・５の補助金などを受ける場合には、市が実施する木造住宅の無料耐震診断を受ける必
要がありますので、ご注意ください。
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太田川駅前がサブカルチャーの聖地に

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
～
春
の
宴
 ２
０
１
９
～

身近な景色にも深い歴史あり

３月２３日（土）、東海市の歴史や文化財に
関心を持ってもらうことと、文化財保護意
識の向上を図るため、大田町周辺の文化財
の解説を聞きながら歩いて巡る「発見！わ
が町探検隊」が開催されました。
市職員の解説と文化財巡りが行われ、王
塚古墳では、この場所から出土した約１,５００
年前の須恵器が披露され、松崎史跡公園で
は、古代の塩作りについての説明がありま
した。参加者は質問したり、納得してうなず
いたりと楽しんでいる様子でした。
新井惠一郎くん（１１歳・大田小５年）は、

「自分が住んでいる東海市の歴史を肌で感
じることができて良かったです。約１,５００年
前の須恵器を見た時は、歴史の重みを感じ
ました」と話していました。

　初めて見る古代の土器に興味津々

発
見
！
わ
が
町
探
検
隊

～
大
田
町
周
辺
の
文
化
財
め
ぐ
り
～

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

　ステージに釘付けの来場者の皆さん

３月２３日（土）、太田川駅前のどんでん
広場や大屋根広場を会場として、アニメ・
コスプレ・ゲームなど、サブカルチャーを
一堂に集めたイベント「ＡＮＩＭＡＮ～春
の宴２０１９～」が開催され、多くの市内外か
らの来場者で賑わいました。
大屋根広場のステージでは、「知多娘。」
やアイドルユニットなどのライブが行われ
たほか、国際交流と地域貢献事業をコンセ
プトにしたアイドルユニット「ｄｅｌａ」
と自衛隊によるコラボレーションなども行
われ、大いに盛り上がりました。
また、大田まつりの山車や 痛車 の展示もあ

いたしゃ

り、駅前はさまざまな文化で賑わいました。

23

市民の生命と財産を守る

息の合った美しい歌声のハーモニー

３月２４日（日）、芸術劇場大ホールで
「東海市民合唱団第４回定期公演」が開催さ
れました。
公演は３部構成で行われ、モーツァルト作
曲の『ミサ曲ハ長調「シュパウル・ミサ」Ｋ
Ｖ２５８』より歌われた５曲には、プロの歌手
も加わり美しいハーモニーを響かせました。
また、『混声合唱とピアノのための「どこ

かで春が」大正の童謡編曲集』より演奏さ
れた第３部では、「どこかで春が」を共演で
出演した東海児童合唱団と歌い上げまし
た。懐かしい曲に来場者は聞き入っている
様子で、大きな拍手が送られていました。
宮本久子さん（８７歳・中ノ池）は、「毎年聞き
に来ていて、毎年上手になっていて感激しま
した。素敵な歌声でした」と話していました。

　総勢１５０人を超す迫力の歌声を披露

　訓示を受ける消防団員の皆さん

東
海
市
民
合
唱
団
第
４
回
定
期
公
演

広報とうかい　２０１９年４月１５日号

市
消
防
団
入
退
団
式

４月１日（月）、消防本部で、１２人の退団
者を送り出し、新たに１２人の新規入団者を
迎える市消防団入退団式が行われました。
式では、退団者の代表として平木慎一さん
（第7分団）が、また、入団者の代表として入
江祐輔さん（第１分団）が、沼澤恒一郎消防
団長から辞令を受け取りました。
沼澤消防団長は、「退団する皆さん、長い

間、本当にご苦労様でした。新たに団員と
なる皆さんには、郷土愛護の消防精神を培
い、１日も早く消防技術を体得し、地域住
民の期待に応えていただきたいと思いま
す。消防団員だという誇りと自信、そして
勇気を持った今後の活動に期待します。市
民の安心と安全の確保に努めてください」
と訓示を述べました。
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務
課
長
　
杉
江
敏
浩
　
●
消
防
署
警
防

課
統
括
主
幹
（
兼
）
北
出
張
所
長
（
兼
）

南
出
張
所
長
　
池
田
秀
一
　
●
学
校
教

育
課
長
　
河
村
朋
大
　
●
学
校
教
育
課

主
任
指
導
主
事
　
新
美
　
勲
　
●
学
校

教
育
課
指
導
主
事
　
椙
江
竜
秀
　
●
学

校
教
育
課
指
導
主
事
　
高
橋
佳
史
　
　

●
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
　
加
藤
　
浩

●
文
化
芸
術
課
統
括
主
幹
　
正
城
彰
一

●
監
査
委
員
事
務
局
次
長
　
永
井
直
子

■
退
職
者

　（
３
月
　
日
付
け
）

３１

●
総
務
部
長
　
加
藤
章
宏
　
●
市
民
福

祉
部
健
康
福
祉
監
　
山
内
政
信
　
●
市

民
福
祉
部
次
長
　
小
島
輝
雄
　
●
国
保

課
長
　
深
川
典
昭
　
●
国
保
課
統
括
主

幹
　
宇
都
宮
美
奈
子
　
●
東
山
保
育
園

長
　
加
藤
郁
子
　
●
大
堀
保
育
園
長
　

坂
　
操
子
　
●
あ
す
な
ろ
学
園
長
　
宇

都
野
隆
浩
　
●
都
市
建
設
部
長
　
花
田

勝
重
　
●
中
心
街
整
備
事
務
所
長
　
大

岩
　
隆
　
●
水
道
部
長
　
歌
丸
俊
明
　

●
消
防
署
警
防
課
長
　
丸
山
　
均
　
　

●
消
防
署
警
防
課
統
括
主
幹
　
田
上
貞

二
　
●
会
計
管
理
者
　
蒲
田
重
樹
　
　

●
学
校
教
育
課
主
任
指
導
主
事
　
齋
田

強
一
　
●
学
校
教
育
課
指
導
主
事
　
堀

康
次
　
●
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
　
金

田
一
則
　
●
監
査
委
員
事
務
局
長
　
菊

池
博
史
　
●
議
会
事
務
局
長
　
石
濱
　

晋

原
孝
市
　
●
危
機
管
理
監
（
兼
）
防
災

危
機
管
理
課
長
　
坂
野
正
己
　
●
企
画

部
次
長
（
兼
）
企
画
政
策
課
長
　
成
田

佳
隆
　
●
企
画
部
付
次
長
　
中
村
哲
也

●
市
民
福
祉
部
次
長
（
兼
）
国
保
課
長

小
島
久
和
　
●
市
民
福
祉
部
次
長（
兼
）

女
性
・
子
ど
も
課
長
　
辻
　
聡
子
　
　

●
健
康
い
き
が
い
対
策
監
（
兼
）
健
康

推
進
課
長
　
小
笠
原
尚
一
　
●
都
市
建

設
部
次
長
（
兼
）
都
市
計
画
課
長
　
津

田
誠
一
郎
　
●
中
心
街
整
備
事
務
所
次

長
（
兼
）
市
街
地
整
備
課
長
　
若
狭
明

朗
　
●
水
道
部
次
長
（
兼
）
経
営
課
長

大
西
　
彰
　
●
消
防
本
部
次
長
（
兼
）

予
防
課
長
　
水
谷
孝
二
　
●
消
防
署
長

（
兼
）警
防
課
長
　
風
間
忠
広
　
●
芸
術

劇
場
館
長
（
兼
）
芸
術
総
監
督
　
安
江

正
也
　
●
監
査
委
員
事
務
局
長
　
　
田

幸
尚■

課
長
級

●
税
務
課
長
　
森
本
誠
二
　
●
収
納
課

長
　
伊
藤
高
史
　
●
秘
書
課
長
　
中
島

克
　
●
職
員
課
長
　
坂
　
邦
夫
　
●
市

民
窓
口
課
長
　
阿
部
吉
晋
　
●
国
保
課

統
括
主
幹
　
石
濱
彰
洋
　
●
東
山
保
育

園
長
　
北
條
佳
子
　
●
大
堀
保
育
園
長

久
野
彰
子
　
●
商
工
労
政
課
統
括
主
幹

（
観
光
戦
略
室
長
）　
永
井
伸
明
　
●
建

築
住
宅
課
統
括
主
幹
　
加
古
尚
毅
　
　

●
土
木
課
長
　
林
　
尚
　
●
土
木
課
統

括
主
幹
　
西
野
貫
喜
　
●
消
防
本
部
庶

●
水
道
部
長
　
森
田
昌
代
　
●
会
計
管

理
者
　
岡
田
光
史
　
●
議
会
事
務
局
長

小
島
や
よ
い

■
次
長
級

●
総
務
部
次
長
（
兼
）
市
民
協
働
課
長

（
兼
）市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
　
小
笠

■
部
長
級

●
総
務
部
長
　
近
藤
孝
治
　
●
市
民
福

祉
部
長
　
後
藤
文
枝
　
●
健
康
福
祉
監

天
木
倫
子
　
●
環
境
経
済
部
長
　
荒
谷

幸
司
　
●
都
市
建
設
部
長
　
野
口
剛
規

●
中
心
街
整
備
事
務
所
長
　
伊
藤
彰
浩

人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事異異異異異異異異異異人事異動動動動動動動動動動動
４月１日付け・課長級以４月１日付け・課長級以上上
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東
海
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル

■
ヒ
メ
ボ
タ
ル
に

　
会
い
に
行
こ
う

●
と
き
　
５
月
　
日
（
土
）
午
後

１８

９
時
　
分
～
　
時
　
分
　
●
集
合

３０

１０

３０

場
所
　
上
野
台
公
園
駐
車
場
　
　

●
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）　
●
内
容
　
知
多
自
然
観

察
会
会
員
と
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を
探
し

観
察
す
る
　
●
定
員
　
　
人
（
先

４０

着
順
）　
●
参
加
料
　
　
円（
傷
害

１００

保
険
料
を
含
む
）　
●
持
ち
物
　

懐
中
電
灯
　
●
申
し
込
み
　
４
月

　
日
（
水
）
午
前
８
時
　
分
か
ら

１７

３０

東
海
市
施
設
管
理
協
会
（
大
池
公

園
管
理
事
務
所
内
・
電
話
０
５
２

―
６
０
３
―
４
１
５
５
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

■
公
園
の
梅
の
実
を

　
採
っ
て

　
各
種
料
理
を
学
ぼ
う

●
と
き
　
５
月
　
日（
土
）午
前
９

２５

時
　
分
～
　
時
　
分
　
●
集
合
場

３０

１１

３０

所
　
農
業
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
　
　

●
対
象
者
　
市
内
在
住・在
勤・在

学
者（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　
●
内
容
　
大
池
公
園
で
梅

の
実
を
収
穫
し
、各
種
料
理
を
学
ぶ

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
講

４０

師
　
東
海
市
健
康
づ
く
り
食
生
活

改
善
協
議
会
推
進
員
　
●
参
加
料

　
円（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）　
　

３００●
持
ち
物
　
軍
手・梅
の
実
を
持

ち
帰
る
た
め
の
袋
　
●
申
し
込
み

４
月
　
日（
水
）午
前
８
時
　
分
か

１７

３０

ら
東
海
市
施
設
管
理
協
会（
大
池
公

園
管
理
事
務
所
内・電
話
０
５
２
―

６
０
３
―
４
１
５
５
）へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

■
親
子
農
業
体
験
教
室

土
に
親
し
み
、
植
物
を
育
て
、

収
穫
す
る
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら

親
子
の
対
話
を
深
め
る
教
室
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
５
月
　
日
（
日
）
午
前

２６

　
時
～
正
午（
雨
天
実
施
）　
●
と

１０こ
ろ
　
農
業
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象

者
　
市
内
在
住
の
年
少
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者
（
保
護
者
１
人
に
つ
き
お

子
さ
ん
２
人
ま
で
）　
●
内
容
　

タ
マ
ネ
ギ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収

穫
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
　

●
定
員
　
　
組
（
応
募
者
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
）　
●
参
加
料
　
１

組
　
円
　
●
申
し
込
み
　
５
月
８

５００
日
（
水
）
ま
で
に
農
業
セ
ン
タ
ー

へ
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

大
人
の
映
画
会

紅
白
歌
合
戦
の
前
身
は
、
終
戦

か
ら
わ
ず
か
４
か
月
後
の
大
み
そ

か
に
放
送
さ
れ
た
「
紅
白
音
楽
試

合
」
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
。松
山
ケ
ン
イ
チ
主
演
の「
紅

白
が
生
ま
れ
た
日
」
を
上
映
し
ま

す
。

●
と
き
　
４
月
　
日
（
金
）
午
前

１９

　
時
～
　
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

１０

１１

４５

中
央
図
書
館
　
●
対
象
者
　
ど
な

た
で
も
　
●
定
員
　
　
人
（
先
着

５０

順
）　
●
参
加
料
　
無
料
　
●
申

し
込
み
　
当
日
、
午
前
９
時
　
分
３０

か
ら
中
央
図
書
館
集
会
室
前
へ

詳
し
く
は
、
中
央
図
書
館
へ
。

東
海
婚
活

Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

男
女
一
緒
の
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

く
調
理
実
習
を
行
い
、異
性
と
素
敵

な
一
時
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
６
月
２
日
（
日
）
午
前

　
時
～
午
後
２
時
　
分
（
受
付
は

１０

３０

９
時
　
分
～
）　
●
と
こ
ろ
　
し

３０

あ
わ
せ
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

●
対
象
者
　
市
及
び
市
近
隣
に
在

住
・
在
勤
の
結
婚
を
希
望
す
る
　２５

～
　
歳
ま
で
の
独
身
男
女
　
●
内

４９
容
　
調
理
実
習
・
交
流
会
　
●
定

員
　
男
女
各
　
人
（
結
婚
応
援
セ

１２

ン
タ
ー
事
業
に
初
め
て
参
加
す
る

方
が
優
先
・
そ
の
ほ
か
は
抽
選
）　

●
講
師
　
管
理
栄
養
士
・
小
川
敏

代
さ
ん
　
●
参
加
料
　
千
円
（
食

材
費
な
ど
）　
●
申
し
込
み
　
４

月
　
日
（
火
）
か
ら
　
日
（
火
）

１６

２３

ま
で
に
結
婚
応
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。
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芸
術
劇
場

主
催
イ
ベ
ン
ト

①
 豊
嶋
泰
嗣
＆

　
 中
野
振
一
郎

　
 特
別
公
演

日
本
を
代
表
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
・
豊
嶋
泰
嗣
が
、
愛
器
ス

ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
　
歳
の
年

３００

に
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
の
第
１
人

者
・
中
野
振
一
郎
と
豪
華
共
演
で

贈
る
特
別
公
演
で
す
。
バ
ッ
ハ
作

品
の
中
で
も
傑
作
の
１
つ
、
チ
ェ

ン
バ
ロ
と
の
ア
リ
ア
を
ぜ
ひ
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
６
月
　
日（
日
）午
後
３
時

３０

～（
開
場
は
２
時
　
分
）　
●
と
こ
ろ

３０

芸
術
劇
場
多
目
的
ホ
ー
ル
　
●
出

演
者
　
豊
嶋
泰
嗣（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）・中
野
振
一
郎（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）　

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｊ
　
Ｓ
　
バ
ッ

ハ「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ン
バ
ロ

の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第
１
番
～
第
６

番
」　
●
入
場
料（
全
席
指
定
）　
◎

一
般
…
３
千
　
円
　
◎
小
中
高
生

５００

…
千
円（
未
就
学
児
入
場
不
可
）　
　

●
先
行
販
売
　
４
月
　
日（
日
） 午

２１

前
９
時
～（
ユ
ウ
ナ
ル
フ
レ
ン
ド
メ

ン
バ
ー
ズ
プ
ラ
チ
ナ
会
員
が
対
象
）

●
一
般
販
売
　
４
月
　
日（
日
）午
前

２８

９
時
～

②
 愛
知
県
立
芸
術
大
学

　
 管
弦
楽
団

　
 東
海
市
公
演

プ
ロ
の
演
奏
家
を
多
数
輩
出
し

て
い
る
愛
知
県
立
芸
術
大
学
の
管

弦
楽
団
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
。

若
き
演
奏
家
た
ち
が
奏
で
る
音

楽
を
ぜ
ひ
、体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
７
月
　
日（
金
）午
後
７
時

１２

～（
開
場
は
６
時
　
分
）　
●
と
こ
ろ

１５

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
●
出
演
者

松
尾
葉
子（
指
揮
）、愛
知
県
立
芸
術

大
学
管
弦
楽
団
、東
海
市
子
ど
も
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ク
ト
）　
●
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｇ
　

ロ
ッ
シ
ー
ニ「
ウ
ィ
リ
ア
ム・テ
ル
序

曲
」、Ｍ
　
ラ
ヴ
ェ
ル「
ダ
フ
ニ
ス
と

ク
ロ
エ
　
第
２
組
曲
」な
ど
　
●
入

場
料（
全
席
指
定
）　
◎
一
般
…
千
　５００

円
　
◎
小
中
高
生
…
　
円（
未
就
学

５００

児
は
入
場
不
可・ユ
ウ
ナ
ル
フ
レ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
ズ
プ
ラ
チ
ナ
会
員
割

引
対
象
外
）　
●
先
行
販
売
　
４
月

　
日（
土
）午
前
９
時
～（
ユ
ウ
ナ
ル

２０フ
レ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
ズ
プ
ラ
チ
ナ

会
員
が
対
象
）　
●
一
般
販
売
　
４

月
　
日（
土
）午
前
９
時
～

２７◎
共
通

●
託
児
　
各
　
人
〔
①
は
６
月
　

１０

２３

日
（
日
）、
②
は
７
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
要
申
込
〕

な
お
、チ
ケ
ッ
ト
は
芸
術
劇
場

及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し

ま
す
。先
行
販
売
で
売
り
切
れ
た
場

合
は
、一
般
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、車
椅
子
席
を
ご
希
望
の

方
は
、チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
に
芸
術

劇
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
芸
術
劇

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
文
化
芸
術
課
（
３
階
）
へ
。

観
光
物
産
プ
ラ
ザ

主
催
イ
ベ
ン
ト

①
 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
 カ
ラ
フ
ル
モ
ザ
イ
ク

　
 ア
ー
ト

●
と
き
　
４
月
　
日（
土
）◎
午
前

２０

の
部
…
午
前
　
時
～
正
午
　
◎
午

１０

後
の
部
…
午
後
１
時
～
３
時
　
　

●
内
容
　
小
さ
な
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
を
並
べ
て
デ
ザ
イ
ン
し
、目
地
材

を
詰
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
ー
ト

を
作
製
す
る
　
●
講
師
　
ア
ト
リ

エ
ｉ
ｒ
ｏ
─
ｉ
ｒ
ｏ
　
●
参
加
料

１
人
千
　
円（
材
料
費
を
含
む
）

５００

②
 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
 ダ
ン
ボ
ー
ル

　
 か
ん
た
ん
手
織
り
物

●
と
き
　
５
月
２
日（
木
）◎
午
前

の
部
…
午
前
　
時
～
正
午
　
◎
午

１０

後
の
部
…
午
後
１
時
～
３
時
　
　

●
内
容
　
毛
糸
や
裂
い
た
布・ダ

ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
織
り
物
を
作
る（
コ
ー
ス
タ
ー
２

枚
分
程
度
）　
●
講
師
　
ド
ロ
ッ

プ
商
店・和
田
さ
ん
　
●
参
加
料

１
人
　
円（
材
料
費
を
含
む
）

５００
◎
共
通

●
と
こ
ろ
　
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
　

●
定
員
　
各
６
人
（
②
は
小
学
生

未
満
は
保
護
者
同
伴
）　
●
申
し

込
み
　
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
へ

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、申
込
先
へ
。

知
多
半
島

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ち
た
ん
ぷ
２
０
１
９
春

知
多
半
島
を
舞
台
と
し
た
モ
バ

イ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー「
ち
た
ん
ぷ

２
０
１
９
春
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
、抽
選
で
素
敵
な
ギ
フ
ト

が
当
た
り
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

専
用
ア
プ
リ「
ち
た
ん
ぷ
」を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
６
月
２
日
（
日
）
ま
で

●
と
こ
ろ
　
知
多
半
島
内
の
名

所
・
飲
食
店
な
ど
　
●
参
加
料
　

無
料
　

詳
し
く
は
、
ち
た
ん
ぷ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

知
多
半
島
回
遊
性
向
上
事
業
実
行

委
員
会
（
電
話
０
５
２
―
９
７
１

―
７
２
５
３
）
へ
。

ア
ル
・
ト
ゥ・エ
ン

陶
磁
器
、雑
貨
、ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
の
約
　
店
舗
が
出
店
予
定
で

１００

す
。
こ
だ
わ
り
の
あ
る
食
材
を
使

用
し
た
お
菓
子
や
ケ
ー
キ
の
販

売
・
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

●
と
き
　
４
月
　
日
（
土
）・
　
日

２０

２１

（
日
）
午
前
　
時
～
午
後
５
時
（
小

１０

雨
決
行
）　
●
と
こ
ろ
　
ど
ん
で

ん
広
場

詳
し
く
は
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
企

画
（
ア
ド
レ
スm

aruto.proje
ct@
gm
ail.com

）
へ
。

・
・

・

・
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小
学
生
短
期
水
泳
教
室

（
月
曜
・
土
曜
コ
ー
ス
）

●
と
き
　
①
月
曜
コ
ー
ス
…
５
月

　
日
か
ら
６
月
　
日
ま
で
の
全
６

１３

２４

回（
３
日
を
除
く
）。
時
間
は
午
後

５
時
～
６
時
　
②
土
曜
コ
ー
ス
…

５
月
　
日
か
ら
６
月
　
日
ま
で
の

１８

２９

全
７
回
。
時
間
は
午
前
　
時
　
分

１０

３０

～
　
時
　
分
、
午
前
　
時
　
分
～

１１

３０

１１

３０

午
後
零
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　
市

３０

営
温
水
プ
ー
ル
　
●
対
象
者
　
市

内
在
住
の
小
学
生
　
●
定
員
　
各

　
人
（
い
ず
れ
も
応
募
者
多
数
の

３０場
合
は
抽
選
）　
●
参
加
料
　
①

５
千
　
円
　
②
各
６
千
　
円
　
　

５１０

２６０

●
申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
火
）

１６

か
ら
　
日
（
水
）
の
午
前
　
時
か

２４

１０

ら
午
後
５
時
ま
で
に
参
加
料
を
持

参
し
て
、
市
営
温
水
プ
ー
ル
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

●
内
容
　
ジ
ャ
ス
ミ
ン
と
ネ
ロ
リ

の
精
油
で
２
種
類
の
香
油
を
作
る

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
参

１４

加
料
　
２
千
　
円
（
材
料
費
を
含

３５０

む
）　
●
持
ち
物
　
筆
記
用
具
　

●
申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
月
）

１５

午
前
９
時
か
ら
５
月
７
日
（
火
）

午
後
５
時
ま
で
に
し
あ
わ
せ
村
指

定
管
理
者
（
電
話
０
５
２
―
６
８

９
―
１
２
８
８
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

マ
ナ
ー
＆
ク
レ
ー
ム

電
話
応
対
研
修

●
と
き
　
５
月
　
日
（
火
）
午
後

２１

１
時
　
分
～
４
時
　
分
　
●
と
こ

３０

３０

ろ
　
商
工
セ
ン
タ
ー
　
●
内
容
　

基
本
的
な
電
話
応
対
か
ら
ク
レ
ー

ム
に
対
す
る
一
時
応
対
ま
で
を
学

ぶ
　
●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）　

３０

●
講
師
　
リ
ベ
ル
代
表
・
近
藤
ひ

ろ
え
さ
ん
　
●
参
加
料
　
◎
東
海

商
工
会
議
所
会
員
…
２
千
円
　
◎

非
会
員
…
１
万
円
　
●
持
ち
物
　

筆
記
用
具
　
●
申
し
込
み
　
５
月

　
日
（
金
）
ま
で
に
東
海
商
工
会

１７議
所
（
商
工
セ
ン
タ
ー
内
・
電
話

０
５
６
２
―
　
―
２
８
１
１
）
へ

３３

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

咲
か
せ
よ
う
洋
ラ
ン
・
植
え
替
え

プ
ロ
の
ポ
イ
ン
ト
　
●
講
師
　
日

本
洋
蘭
農
業
協
同
組
合
理
事
・
下

平
剛
徳
さ
ん
　
●
参
加
料
　
　
円
２４０

②
 果
樹
コ
ー
ス

●
と
き
　
５
月
　
日
（
土
）
午
前

２５

９
時
　
分
～
　
時
　
分
　
●
内
容

３０

１１

３０

果
樹
の
春
先
の
管
理
～
病
害
虫
の

防
除
～
　
●
講
師
　
果
樹
研
究

家
・
長
縄
光
延
さ
ん
　
●
参
加
料

　
円
３００◎

共
通

●
と
こ
ろ
　
農
業
セ
ン
タ
ー
　
　

●
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
　
●
定
員
　
各
　
人
　
　

３０

●
申
し
込
み
　
①
は
５
月
　
日
１７

（
金
）ま
で
、②
は
５
月
　
日（
金
）

２４

ま
で
に
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話

で
も
受
け
付
け
ま
す

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、申
込
先
へ
。

し
あ
わ
せ
村
の
教
室

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

作
り
体
験

●
と
き
　
５
月
　
日
（
日
）
午
前

１２

　
時
～
　
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

１０

１１

３０

し
あ
わ
せ
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
り
次
第
終
了
）

詳
し
く
は
、
商
工
労
政
課
ま
た

は
南
知
多
ビ
ー
チ
ラ
ン
ド
（
電
話

０
５
６
９
―
　
―
２
０
０
０
）へ
。

８７

家
庭
園
芸
講
座

①
 洋
ラ
ン
コ
ー
ス

●
と
き
　
５
月
　
日
（
土
）
午
前

１８

９
時
　
分
～
　
時
　
分
　
●
内
容

３０

１１

３０

知
多
半
島
感
謝
デ
ー

　
南
知
多
ビ
ー
チ
ラ
ン
ド

●
と
き
　
５
月
　
日
（
土
）・
　
日

１１

１２

（
日
）　
●
と
こ
ろ
　
南
知
多
ビ
ー

チ
ラ
ン
ド
・
南
知
多
お
も
ち
ゃ
王

国（
美
浜
町
）　
●
内
容
　
期
間
中

は
優
待
価
格
で
入
場
可
能
。　
日
１１

は
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
集
合
や

知
多
半
島
の
物
産
展
を
開
催
　
　

●
入
場
料（
優
待
価
格
）　
高
校
生

以
上
…
　
円
、
２
歳
以
上
…
　
円

９００

４００

（
優
待
券
１
枚
に
つ
き
８
人
ま

で
）、
駐
車
料
金
…
　
円
（
北
駐
車

５００

場
の
み
）　
●
優
待
券
　
市
役
所

商
工
労
政
課
（
５
階
）
ま
た
は
ユ

ウ
ナ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
（
無
く

家庭での不用品などを楽しく売買す
るフリーマーケットを開催します。
なお、会場へは公共交通機関をご利

用ください。
●とき　４月２８日（日）午前１０時～午
後３時（荒天中止）　●ところ　元浜
公園　 ●出店料　市内在住で家庭の
不用品を販売する方は１,５００円（それ以
外の出店料は、申込先へお問い合わせ
ください）　●申し込み　キティー＆
マーシーズ（電話０９０―３８３９―５５３７）へ
詳しくは、申込先へ。

フリーマーケットinよこすか

―元浜公園で開催―

in
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※スポーツクラブ東海への会員登録が必要です（市内在住・在勤・在学者、年額５００円）。申し込みは火曜日から日曜日の午
前９時から午後５時までにスポーツクラブ東海へ（電話不可）。参加者が少ないときは、教室を開催しない場合があります。

競技部門
申し込み参加料対象者と　き

大　会　名
問合先種　目ところ

４月３０日
（火）まで

５,０００円/チーム
（スポーツクラブ
東海軟式野球連盟
未登録チームは、
６,０００円/チーム）

中学生を除く１５歳以上の市内
在住・在勤・在学者で２０人以
内で構成され、ユニフォームを着
用しているチーム

５月２６日から７月２８
日までの日曜日
午前８時～午後５時市民

軟式野球大会
軟式野球連盟・渡部
（電話０５６２─３２─３３６９）市内野球場

５月１０日
（金）まで

２,０００円/チーム
（スポーツクラブ東
海レク・インディア
カ運営委員会登録
チームは無料）

中学生以上の市内在住・在勤・
在学者４人以上で構成された
チーム

６月２日（日）
午前９時～市民

レク・インディアカ
大会 レク・インディアカ運営委員会・

河村
（電話０５２─６０１─９８８５）

①女子の部　②混合の部（コート
内男子は２人まで）市民体育館

振興部門
申し込み
（先着順）参加料内　容

対象者と　き
教　室　名

定　員ところ

４月１８日（木）
～５月２日（木）６,０００円

楽しい音楽に合わ
せて踊り、全身を
動かすことでリズ
ム感を養い、体力
アップを目指す

●幼児クラス
市内在住・在園の
年中・年長児
●小学生クラス
市内在住の小学生

５月７日から７月９日
までの火曜日で全１０回
●幼児クラス
午後４時４０分～５時
３０分
●小学生クラス
午後５時４０分～６時
３０分

キッズダンス
スクール
～楽しく
　踊りましょう♪～

各２０人勤労センター

４月２７日（土）
～５月１１日（土）３,０００円

基礎からショットの
打ち方や、各種スト
ロークなどを幅広く
学ぶ

小学４年生以上の
市内在住・在勤・在
学者

５月１１日から６月２２日
までの土曜日で全６回
（５月１８日を除く）
午後６時３０分～８時

バドミントン
スクール
～初歩からの
　バドミントン～ ３０人市民体育館

４月２０日（土）
～５月４日（土）３,０００円

初心者から経験者
まで、楽しみながら
技術力向上を図る

市内在住・在学の
小学３年生から中
学生

５月１４日から６月１８日
までの火曜日で全６回
午後７時～８時３０分

ジュニア
卓球スクール
～初心者歓迎
　コース～ ３０人市民体育館

幼
児
短
期
水
泳
教
室

（
月
曜
～
金
曜
各
コ
ー
ス
）

●
と
き
　
①
月
曜
コ
ー
ス
…
５
月

　
日
か
ら
６
月
　
日
ま
で
の
全
６

１３

２４

回（
３
日
を
除
く
）　
②
火
曜
コ
ー

ス
…
５
月
　
日
か
ら
６
月
　
日
ま

１４

２５

で
の
全
７
回
　
③
水
曜
コ
ー
ス
…

５
月
　
日
か
ら
６
月
　
日
ま
で
の

１５

２６

全
７
回
　
④
木
曜
コ
ー
ス
…
５
月

　
日
か
ら
６
月
　
日
ま
で
の
全
７

１６

２７

回
　
⑤
金
曜
コ
ー
ス
…
５
月
　
日
１７

か
ら
６
月
　
日
ま
で
の
全
７
回
。時

２８

間
は
い
ず
れ
も
午
後
３
時
　
分
～

３０

４
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　
市
営
温

３０

水
プ
ー
ル
　
●
対
象
者
　
市
内
在

住
の
年
長・年
中・年
少
児
　
●
定

員
　
各
　
人（
い
ず
れ
も
応
募
者

３０

多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
●
参
加

料
　
各
６
千
　
円（
①
は
５
千
　

２６０

５１０

円
）　
●
申
し
込
み
　
４
月
　
日
１６

（
火
）か
ら
　
日（
水
）の
午
前
　
時

２４

１０

か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
参
加
料
を

持
参
し
て
、市
営
温
水
プ
ー
ル
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

■（一社）スポーツクラブ東海事務局（定休日：月曜日）
　電話0562 ―39―4050（市民体育館内）
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スポーツクラブ東海　大会・教室のご案内
申し込み・問い合わせは、
（一社）スポーツクラブ東海事務局へ。

競技部門
申し込み参加料対象者と　き

大会・教室名
問合先種　目ところ

５月５日
（日）まで無料

市内在住・在勤・在学者及び
フルコンタクト空手道連盟登
録者

５月１２日（日）
午前９時～正午市フルコンタクト

空手技術講習会
フルコンタクト空手道連盟・丸茂
（電話０８０─６９２３─０５７１）

フルコンタクト空手の技術・組手
の指導市民体育館

５月７日
（火）まで

スポーツクラブ東
海ソフトテニス連
盟登録者…５００円
/人、未登録者…
１,０００円/人、高校
生…３００円/人、小
学生…２００円/人

中学校卒業以上及び小学生以
下の市内在住・在勤・在学・
在クラブ者

５月１９日（日）
午前８時４５分～
〔予備日：２５日（土）〕

前期市民
ソフトテニス大会

ソフトテニス連盟・百瀬
（電話０５６２─３２─３６３３）

①一般男子の部Ａ級　②一般
男子の部Ｂ級　③一般女子の
部Ａ級　④一般女子の部Ｂ級
⑤シニアの部（男子６０歳以
上、女子５０歳以上、男女混
合可）　⑥ジュニアの部（小
学生以下）
※Ａ級は経験者・Ｂ級は初心者
から県大会出場経験のない方

加木屋テニスコート

４月３０日
（火）まで無料

市内在住・在学の小中学生（ス
ポーツクラブ東海剣道部の登
録が必要）

５月２５日（土）
午前９時３０分～

市少年剣道大会
剣道部・小島
（電話０９０─１８６２─８４４１）

学年別個人戦　　　　　　　
●小学生の部
①3年生以下の部　②4年生
の部　③5年生の部　④6年
生の部
●中学生の部　　　　　　　
⑤男子1年生の部　⑥男子2
年生の部　⑦男子3年生の部
⑧女子1年生の部　⑨女子2
年生の部　⑩女子3年生の部

市民体育館

５月１８日
（土）まで３,０００円/チーム市内在住・在勤者で構成され

たチーム
５月２６日（日）
午前９時４５分～春季一般

男子６人・
女子９人制
バレーボール大会 バレーボール協会・村田

（電話０９０─５１１２─２８９０）６人制・９人制市民体育館

ｂ
ｉ
ｇ
 ─
ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム（
水
曜
）

心
と
体
の
た
め
の
ヨ
ガ

●
と
き
　
５
月
８
日
か
ら
　
日
ま

２９

で
の
水
曜
日
。
時
間
は
午
前
　
時
１０

　
分
～
　
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

４５

１１

４５

市
民
体
育
館
　
●
対
象
者
　
　
歳
１６

以
上
の
方
　
●
定
員
　
各
　
人
６０

（
先
着
順
）　
●
講
師
　
水
谷
祐
子

さ
ん
　
●
参
加
料
　
各
　
円
　
　

７００

●
申
し
込
み
　
当
日
、
市
民
体
育

館
へ詳

し
く
は
、
申
込
先
へ
。

ｂ
ｉ
ｇ
 ─
ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム（
木
曜
）

パ
ワ
ー
ヨ
ガ

●
と
き
　
５
月
９
日
か
ら
　
日
ま

３０

で
の
木
曜
日
。
時
間
は
午
前
　
時
１１

　
分
～
午
後
零
時
　
分
　
●
と
こ

３０

３０

ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対
象
者
　

　
歳
以
上
の
方
　
●
定
員
　
各
　

１６

５０

人（
先
着
順
）　
●
講
師
　
早
見
寿

子
さ
ん
　
●
参
加
料
　
各
　
円
　

７００

●
申
し
込
み
　
当
日
、
市
民
体
育

館
へ詳

し
く
は
、
申
込
先
へ
。



30広報とうかい　２０１９年４月１５日号

●とき　５月５日（日）午前９時～午後６
時（受付は５時まで）　●ところ　元浜ス
ポーツ広場パターゴルフ場　●対象者　
中学生以下の子ども及び同伴者（就学前の
子どもは保護者同伴）　●申し込み　当
日、元浜スポーツ広場管理事務所へ
なお、参加者には粗品のプレゼントがあ
ります。
詳しくは、東海市施設管理協会（大池公
園管理事務所内・０５２―６０３―４１５５）へ。

旺

王

欧

翁

横横横横横横横

横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

こどもの日は

パパタターーゴゴルルフフ
無無料料開開放放

間
は
午
後
１
時
　
分
～
２
時
　
分

１５

１５

●
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対

象
者
　
　
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

１６

在
勤
・
在
学
者
　
●
内
容
　
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
パ
ン
チ
や
キ
ッ
ク

を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
格
闘
技
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
、楽
し
く
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
と
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
す
る

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
講

５０

師
　
早
見
寿
子
さ
ん
　
●
参
加
料

４
千
　
円
　
●
申
し
込
み
　
４
月

５００

　
日（
木
）か
ら
５
月
　
日（
木
）の

１８

２３

午
前
９
時
　
分
か
ら
午
後
８
時
ま

３０

で〔
４
月
　
日（
月
）・
５
月
７
日

２２

（
火
）を
除
く
〕に
印
鑑
と
参
加
料

を
持
参
し
て
、市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

ほ
ぐ
し
、ウ
エ
ス
ト
を
し
ぼ
り
な

が
ら「
く
び
れ
」を
つ
く
る
　
●
定

員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
講
師
　

３５

早
見
寿
子
さ
ん
　
●
参
加
料
　
４

千
　
円
　
●
申
し
込
み
　
４
月
　

５００

１８

日（
木
）か
ら
５
月
　
日（
木
）の
午

２３

前
９
時
　
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

３０

〔
４
月
　
日（
月
）・
５
月
７
日（
火
）

２２

を
除
く
〕に
印
鑑
と
参
加
料
を
持

参
し
て
、市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

ワ
イ
ル
ド
ア
タ
ッ
ク
＆

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
と
き
　
５
月
　
日
か
ら
６
月
　

３０

２７

日
ま
で
の
木
曜
日
で
全
５
回
。時

者
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

◎
共
通

●
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
内

容
　
鉄
棒・マ
ッ
ト・と
び
箱
を
中

心
と
し
た
学
校
体
操
と
ボ
ー
ル・な

わ
と
び
な
ど
も
行
う
　
●
定
員
　

①
　
人
　
②
　
人（
い
ず
れ
も
先

３０

４５

着
順
）　
●
参
加
料
　
各
６
千
　５００

円
　
●
申
し
込
み
　
①
は
４
月
　１８

日（
木
）か
ら
５
月
　
日（
木
）、②
は

２３

４
月
　
日（
金
）か
ら
５
月
　
日

１９

２４

（
金
）の
午
前
９
時
　
分
か
ら
午
後

３０

８
時
ま
で〔
４
月
　
日（
月
）・５
月

２２

７
日（
火
）を
除
く
〕に
印
鑑
と
参
加

料
を
持
参
し
て
、市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

美
ュ
ー
テ
ィ

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
　
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

教
室

●
と
き
　
５
月
　
日
か
ら
６
月
　

３０

２７

日
ま
で
の
木
曜
日
で
全
５
回
。時

間
は
午
前
　
時
～
　
時
　
●
と
こ

１０

１１

ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対
象
者
　

　
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

１６学
者
　
●
内
容
　
曲
線
動
作
で
体

幹
部
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
に
刺
激

を
与
え
強
化
し
、肩
甲
骨
周
り
を

ｂ
ｉ
ｇ
 ─
ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム（
火
曜
）

の
び
の
び

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ

●
と
き
　
５
月
　
日
か
ら
　
日
ま

１４

２８

で
の
火
曜
日
。時
間
は
午
後
１
時
　３０

分
～
２
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　
市

１５

民
体
育
館
　
●
対
象
者
　
　
歳
以

１６

上
の
方
　
●
定
員
　
各
　
人（
先

５０

着
順
）　
●
講
師
　
平
井
美
穂
さ

ん
　
●
参
加
料
　
各
　
円
　
●
申

５００

し
込
み
　
当
日
、市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

体
操
教
室

①
 木
曜
体
操
教
室

●
と
き
　
５
月
　
日
か
ら
７
月
４

３０

日
ま
で
の
木
曜
日
で
全
６
回
。
時

間
は
午
後
５
時
～
６
時
　
●
対
象

者
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
１

～
３
年
生

②
 金
曜
体
操
教
室

●
と
き
　
５
月
　
日
か
ら
７
月
５

３１

日
ま
で
の
金
曜
日
で
全
６
回
。
時

間
は
午
後
５
時
～
６
時
　
●
対
象

ｂ
ｉ
ｇ
 ─
ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム（
月
曜
）

ｐ
ｏ
ｎ
！
ｐ
ｏ
ｎ
！

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

●
と
き
　
５
月
　
日
か
ら
　
日
ま

１３

２７

で
の
月
曜
日
。時
間
は
午
後
１
時
　３０

分
～
２
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　
市

３０

民
体
育
館
　
●
対
象
者
　
　
歳
以

１６

上
の
方
　
●
定
員
　
各
　
人（
先

２０

着
順
）　
●
講
師
　
山
下
真
司
さ

ん・加
藤
光
枝
さ
ん・德
和
恭
子
さ

ん
　
●
参
加
料
　
各
　
円
　
●
申

７００

し
込
み
　
当
日
、市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

　
電
気
設
備
点
検
の
た
め
、

４
月
　
日
（
月
）
午
前
８
時

２２

か
ら
午
後
１
時
頃
ま
で
全

館
停
電
を
実
施
し
ま
す
。

　
停
電
中
、窓
口
で
の
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
受

付
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
勤
労
セ
ン

タ
ー
へ
。

勤
労
セ
ン
タ

勤
労
セ
ン
タ
ーー

か
ら
の
お
知
ら

　
か
ら
の
お
知
ら
せせ
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◎
共
通

●
採
用
予
定
日
　
随
時
　
●
申
し

込
み
　
市
役
所
幼
児
保
育
課
（
６

階
）
へ

な
お
、
申
込
時
に
簡
単
な
面
接

を
行
い
ま
す
。

保
育
士
に
つ
い
て
は
今
回
の
職

種
以
外
に
も
、
短
時
間
勤
務
で
の

職
種
が
あ
り
ま
す
。

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
で
な
い

方
も
登
録
可
能
な
職
種
が
あ
り
ま

す
。
勤
務
条
件
な
ど
も
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

円（
時
給
・
午
後
６
時
以
降
は
千
　５００

円
）　
◎
延
長
保
育
補
助
員（
保
育

士
資
格
が
な
い
方
）…
千
　
円（
時

１２０

給
・
午
後
６
時
以
降
は
千
　
円
）

４００

■
加
配
調
理
員

●
採
用
予
定
人
数
　
１
人
　
●
仕

事
内
容
　
保
育
園
給
食
の
調
理
　

●
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
　
分
～
正
午
が
４
日
と
８

３０

時
　
分
～
午
後
２
時
が
１
日（
１
時

３０
間
休
憩
あ
り
）　
●
勤
務
場
所
　
大

堀
保
育
園
　
●
賃
金
　
　
円（
時
給
）

９７０

な
お
、
調
理
師
免
許
な
ど
は
必

須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
課
（
６
階
）
へ
。
規
定
用

紙
は
申
込
先
で
配
布
し
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

保
育
園
臨
時
職
員

■
延
長
保
育
士
・

延
長
保
育
補
助
員

●
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名
　
　

●
仕
事
内
容
　
乳
幼
児
の
保
育
　

●
勤
務
時
間
　
◎
月
～
金
曜
日
…

午
後
４
時
～
７
時
　
◎
土
曜
日
…

正
午
～
午
後
７
時（
６
時
間
を
超

え
る
場
合
は
　
分
の
休
憩
あ
り
）

４５

●
勤
務
場
所
　
各
市
立
保
育
園
　

●
賃
金
　
◎
延
長
保
育
士
…
千
　２００

な
ど
　
●
勤
務
時
間
　
①
１
日
勤

務
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
　
②

午
後
勤
務
…
午
後
２
時
～
６
時

（
　
月
～
３
月
は
５
時
ま
で
・
勤
務

１０日
に
つ
い
て
は
ほ
か
の
厚
生
員
と

の
交
代
勤
務
で
調
整
可
能
）　
　

●
賃
金
　
①
８
千
　
円
　
②
４
千

１００

　
円（
い
ず
れ
も
日
給
）　
●
試
験

５０日
　
５
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時

１０

～
　
●
試
験
方
法
　
小
論
文
・
個

人
面
接
　
●
申
し
込
み
　
４
月
　２６

日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
履
歴
書
（
規
定
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
資
格

証
明
書
を
添
え
て
市
役
所
女
性
・

市
教
育
委
員
会

第
４
回
定
例
会

●
と
き
　
４
月
　
日
（
水
）
午
後

２４

１
時
　
分
～
　
●
と
こ
ろ
　
市
役

３０

所
　
会
議
室
（
６
階
）

６０３児
童
館
児
童
厚
生
員

●
勤
務
予
定
場
所
　
名
和
東
児
童

館
・
泉
児
童
館
　
●
採
用
予
定
日

５
月
　
日（
火
）　
●
採
用
予
定
人

２１

数
　
各
１
人
　
●
応
募
資
格
　
教

員
免
許
、
保
育
士
ま
た
は
社
会
福

祉
士
資
格
の
あ
る
方
、
高
校
卒
業

程
度
で
児
童
福
祉
業
務
に
２
年
以

上
従
事
し
た
方
　
●
仕
事
内
容
　

児
童
館
の
管
理
運
営
事
務
、
乳
幼

児
親
子
や
児
童
へ
の
遊
び
の
指
導

４
月
　
日
（
火
）
は
、
子
ど

２３

も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
本
と
出

会
う
た
め
に
は
、
周
り
の
大
人

た
ち
の
手
助
け
が
必
要
で
す
。

家
庭
・
地
域
・
学
校
な
ど
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
「
本
っ
て
楽
し
い
、
お
も

し
ろ
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
保
育
園
や
児
童
館
で

は
、パ
ン
を
テ
ー
マ
に
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。中
央
図
書
館
で

は
、同
じ
テ
ー
マ
の
絵
本
や
児
童

書
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」
の
標
語
は
「
ド
は
読
書
の

ド
♪
」
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も
た
く
さ

ん
の
本
を
読
ん
で
、
お
子
さ
ん

の
心
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

■
お
話
友
の
会

●
と
き
　
４
月
　
日（
日
）・
　

２１

２７

日（
土
）・
　
日（
日
）。時
間
は
午

２８

後
２
時
　
分
～
３
時
　
●
対
象

３０

者
　
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

■
名
作
映
画
会

●
と
き
　
４
月
　
日
（
土
）
午

２０

後
２
時
　
分
～
３
時
　
●
対
象

３０

者
　
幼
児
・
小
学
生
　
●
題
名

「
た
ろ
う
の
と
も
だ
ち
」

■
ひ
よ
こ
の
会

●
と
き
　
４
月
　
日
（
金
）
午

１９

前
　
時
～
　
時
　
分
　
●
対
象

１１

１１

２０

者
　
乳
幼
児
　
●
内
容
　
読
み

聞
か
せ
・
わ
ら
べ
う
た
・
手
遊

び
な
ど

唖

愛

阿

挨
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中
央
図
書
館
だ
よ
り
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募
集
し
ま
す



32広報とうかい　２０１９年４月１５日号

　

東海市

    8:30～   8:45放
送
時
間
   １４:30～  １４:45
  20:30～20:45

アナログ10ch
地上波デジタル12ch

■４月３０日まで 

東浦町

  9:15～   9:20放
送
時
間
15:15～15:20
21:15～21:20

■あったかいいまち
　ひがしうら

大府市

  8:45～   9:00放
送
時
間
14:45～15:00
20:45～21:00

知多市

  9:00～   9:15放
送
時
間
15:00～15:15
21:00～21:15

■４月３０日まで　
　歯みがきから始まる全
　身の健康

　

地上波デジタル

12ch

■４月３０日まで
　大府の歴史を辿る（仮）　市制５０周年記念事業（再放送）

【番組紹介】
本市は３１年度に市制５０周年を迎えました。
今回の番組では、３１年度に実施する市制５０

周年記念事業や３１年度に向けて準備されてい
ることを紹介します。

　東海市の番組のＤＶＤは、市役所情報課 
（３階）でお貸しします。最新の２回分は中央
図書館でもお貸ししています。
　詳しくは、情報課へ。

「ハロー！とうかい」は、市役所と市民の皆さんを結ぶ情報番組です。
なお、過去の番組一覧は市のホームページに掲載しています。

東
海
市
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員

●
職
種
　
①
事
務
職
員
　
②
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
介
護
職
員
　
③
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
職
員
　
●
採
用
予
定
日

①
６
月
１
日（
土
）　
②
③
随
時
　

●
採
用
予
定
人
数
　
①
１
人
　
②

③
若
干
名
　
●
応
募
資
格
　
①
簡

単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
と
軽
い
運
動

が
で
き
る
方
　
②
な
し
　
③
介
護

福
祉
士
及
び
介
護
職
員
初
任
者
研

修
な
ど
関
係
研
修
の
修
了
者
ま
た

は
准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
方（
①
～
③
い
ず
れ
も
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方
）

●
仕
事
内
容
　
①
一
般
事
務・地

域
福
祉
活
動
支
援
　
②
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
介
護
及
び
送
迎
　

③
高
齢
者・障
害
者
な
ど
の
訪
問
介

護・移
動
支
援
　
●
勤
務
時
間
　

①
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
②
午

前
８
時
　
分
～
午
後
１
時
、午
後
１

３０

時
～
５
時
　
分
ま
た
は
午
前
９
時

３０

　
分
～
午
後
４
時
の
ロ
ー
テ
ー

３０シ
ョ
ン
で
週
３
日
　
③
午
前
８
時

～
午
後
６
時
の
う
ち
２
～
３
時
間

以
内
で
週
３
日
　
●
賃
金
　
①
　９００

円
　
②
　
円
　
③
身
体
介
護
…
千

９７０

　
円
、生
活
援
助
…
千
　
円（
い
ず

５１０

５０

れ
も
時
給
、出
勤
日・資
格
に
よ
っ

て
は
加
算
あ
り
）　
●
試
験
日
　

別
途
指
定
　
●
試
験
内
容
　
面
接

●
提
出
書
類
　
申
込
書（
規
定
用

紙
）、資
格
証（
職
種
③
の
み
）、普
通

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し
　
　

●
申
し
込
み
　
４
月
　
日（
月
）か

１５

ら
　
日（
金
）ま
で（
土・日
曜
日
を

２６
除
く
）に
、規
定
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、提
出
書
類
を
本
人
が
直

接
持
参
し
て
、東
海
市
社
会
福
祉
協

議
会（
し
あ
わ
せ
村
内
）へ
。規
定
用

紙
は
申
込
先
で
配
布
し
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
（
電
話
０

５
２
―
６
８
９
―
１
６
０
５
）へ
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ア
メ
リ
カ
ノ
ー
ス
テ
キ
サ
ス
大

学
の
学
生
が
、本
市
に
滞
在
す
る
に

あ
た
り
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
先

と
な
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
入
日
　
６
月
　
日（
木
）～
　

１３

１７

日（
月
）の
４
泊
５
日
　
●
募
集
数

　
家
庭（
先
着
順
・
１
家
庭
に
つ
き

２３１
人
受
け
入
れ
）　
●
対
象
家
庭

市
ま
た
は
市
近
隣
に
在
住
の
　
年
３１

度
東
海
市
国
際
交
流
協
会
会
員

（
会
員
登
録
は
随
時
受
付
）で
、月

～
金
曜
日
の
朝
と
夕
方
に
研
修
会

場（
商
工
セ
ン
タ
ー
な
ど
）へ
送
迎

が
可
能
な
方
　
●
申
し
込
み
　
随

時
、東
海
市
国
際
交
流
協
会（
商
工

セ
ン
タ
ー
内
・
電
話
０
５
６
２
―

　
―
５
３
３
９
）へ

３２
な
お
、
宿
泊
費
・
食
事
代
な
ど

は
受
け
入
れ
し
て
い
た
だ
く
家
庭

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

お
礼

次
の
方
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
（
公
社
）
関
西
吟
詩
文
化
協
会

か
ら
芸
術
劇
場
自
主
文
化
事
業
へ

金
十
万
円

　　
電
気
設
備
点
検
の
た
め
、

４
月
　
日
（
月
）
午
前
9
時

２２

か
ら
午
後
６
時
ま
で
全
館

停
電
を
実
施
し
ま
す
。

　
停
電
中
、入
館
及
び
予
約

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、市
民
体
育
館

へ
。　

市
民
体
育

市
民
体
育
館館

か
ら
の
お
知
ら

　
か
ら
の
お
知
ら
せせ
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●4月１５日～３０日民民民民民民民民民民
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とととととととととと
うううううううううう かかかかかかかかかか

いいいいいいいいいい
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土金日 月 火 水 木

資源の分別収集
6:3０～正午
しあわせ村北駐車場、
富木島公民館、文化
センター

資源の分別収集
6:3０～正午
脇ノ田公園、大田町公
民館、加木屋市民館

4

主な公共施設などの電話番号 ◆の施設は、月曜日休み（しあわせ村は健
康ふれあい交流館だけ）
★の施設は、第 3月曜日のみ休み

052害603害2211｛市 役 所 0562害33害1111
052害603害4000市 役 所 FA X 番 号
052害689害1600し あ わ せ 村◆
052害602害0874
0562害33害2266文 化 セ ン タ ー◆
0562害51害3334パ ス ポ ー ト セ ン タ ー
052害689害2262知多北部広域連合
052害689害1606
0562害31害3312分室
0562害85害6177子育て総合支援センター◆
0562害85害6181結 婚 応 援 セ ン タ ー◆
0562害32害3400市 民 活 動 セ ン タ ー
052害603害2888北 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
0562害35害１011南 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
0562害38害7030芸 術 劇 場★
0562害32害5400青 少 年 セ ン タ ー◆

高齢者相談支援センター
（地域包括支援センター）

高齢者支援ネットワークセンター

052害601害5335中 央 図 書 館◆
0562害39害1222横 須 賀 図 書 館◆
0562害32害2311市 民 体 育 館
052害601害1136市 営 温 水 プ ー ル
052害603害0304上 野 公 民 館◆
052害604害4141平洲記念館・郷土資料館◆
0562害33害3377勤 労 セ ン タ ー
0562害33害7772商 工 セ ン タ ー
052害601害8731農 業 セ ン タ ー◆
052害601害2053清 掃 セ ン タ ー
0562害36害0119消 防 本 部（ 署 ）
0562害33害0110東 海 警 察 署
0562害33害5500公 立 西 知 多 総 合 病 院
0562害77害2233観 光 物 産 プ ラ ザ

（休日・夜間だけ）

急 患 の 場 合
救急医療情報センター（常時）
在 宅 当 番 医 テレホンサービ ス

｛052害263害11330562害33害1133
050害5865害1571

●聴覚障害のある方のため、市役所では毎週月～金曜日の午前９時から午後５時まで（正午か
ら１時を除く）手話通訳者を配置しています。市役所での手続きやお問い合わせなどのときに
ご利用ください。

弓道硬式テニスソフトテニス卓球バドミントンスポーツ指導
員がいる日 ①午前9時～正午

②午後6時～9時
① 午前9時～正午
② 午後７時～10時

① 午前9時～正午
② 午後6時～9時午後１時～４時午前9時～正午

※カレンダーにスポーツ指導員のいる日をマークで記載しています。マークの後の①、②の数字は指導員のいる時間帯です。
※市民体育館の個人利用については、体育館のホームページをご覧になるか、体育館へお問い合わせください。

① ①
②

①
②

①
②

①
②

交通事故

火災

救急

建　物…　３件

車　両…　０件

その他…　２件

（２月）

（３月）

市の事故・災害状市の事故・災害状況況

（３月）

発　生…１３１件

死　者…１１０人

負傷者…１３８人

出　場…３６７件

搬　送…３２７人

●15 ●16 ●18 ●19

●22 ●23 ●26

●20

●25 ●27●21

●17

●24

●28 ●29
昭和の日

家庭の日

●30

①
②
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情
報
課

情
報
課

１５１５

菜
の
花
な
ど
季
節
の
花
が
咲
き
、
華
や

か
な
様
子
に
春
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、竹
林
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
芽
吹
き
始
め
た
の
が
春
の
味
覚
・

タ
ケ
ノ
コ
で
す
。

市
内
で
は
６
月
　
日
（
日
）
ま
で
４
つ

３０

の
公
園
（
大
池
公
園
・
平
地
公
園
・
中
ノ

池
公
園
・
加
木
屋
緑
地
・
一
部
禁
止
区
域

あ
り
）
で
タ
ケ
ノ
コ
採
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
今
回
の
表
紙
の
タ
ケ
ノ
コ
は
大

池
公
園
で
見
つ
け
た
も
の
で
す
。

表
紙
撮
影
に
行
っ
た
４
月
の
第
１
週

は
、
タ
ケ
ノ
コ
は
ま
だ
小
さ
く
、
地
中
に

ひ
っ
そ
り
と
忍
ん
で
い
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
公
園
を
管
理
し
て
い
る
市

施
設
管
理
協
会
の
方
に
見
つ
け
方
の
コ
ツ

を
う
か
が
う
と
、「
親
竹
の
周
り
の
落
ち
葉

を
ど
か
す
と
タ
ケ
ノ
コ
の
頭
が
見
つ
け
ら

れ
る
か
も
」と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
　
分
程
探
す

１０

と
、
タ
ケ
ノ
コ
の
先
っ
ぽ
が
地
面
か
ら
出

て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、

撮
影
後
に
タ
ケ
ノ
コ
を
採
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
管
理
協
会
の
方
に
よ

る
と
４
月
中
旬
か
ら
５
月
の
初
め
の
頃
に

採
れ
る
タ
ケ
ノ
コ
は
え
ぐ
み
が
少
な
く
美

味
し
い
そ
う
で
す
。
な
お
、
掘
っ
た
跡
は

忘
れ
ず
に
埋
め
戻
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

編
集
雑
記

■■東海市ホームページアドレス http://www.city.tokai.東海市ホームページアドレス　http://www.city.tokai.aichi.jaichi.jpp
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２０１９年度上半期

７７月月

※日程は変更になる場合があります

５５月月

７７月月

８８月月

９９月月

１１００月月

　大池公園花しょうぶまつり

２０日（月）～６月９日（日）

２９日（水）

　平洲祭

１０日（土）

　東海まつり花火大会

２４日（土）

　にっぽんど真ん中祭り

　尾張横須賀まつり

２１日（土）・２２日（日）

 　猩々メッタ

５日（土）・６日（日）

大田まつり

１８日（土）・１９日（日）

　とうかい５０年祭

　　オープニングイベント

２６日（金）・２７日（土）

　沖縄フェスティバル

３１日（水）～８月３日（土）

　ホットサマーガーデン

世 帯 と 人 口
４月１日現在   登録人口

　人　口　  １１４,８２７人
   　   　（前月比  ＋５人）
　　男　　　６０,００４人
   　 （前月比      ＋４５人）

　　女 　　　５４,８２３人
  　     （前月比  －４０人）
　世帯数　 ５０,６００世帯
     　　（寮は１人１世帯）
      （前月比  ＋２０２世帯）

 　しょうじょう




